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△ 開議 午前１０時００分 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 おはようございます。これから本日の会議を開きます。 

 直ちに本日の日程に入ります。 

 

△ 日程第１ 一般質問 

 

○議長（上岡 義茂議員）   

 日程第１、一般質問を行います。 

 議席番号８番、大澤皓一郎議員の一般質問を許します。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 きゅーうがめーら。土曜日の正午、犬の門蓋に行ってみました。２人の知人が大

海原を見ながら、大変おいしそうに弁当を食べていました。コバルトブルーの海で

は、「フェリーあまみ」が滑り込むように平土野港に入っていきました。心が洗わ

れる思いでした。とぉ、むーるし、きばてぃんにゃ。 

 それでは、通告しました質問を行います。 

 １項目め、１点目、観光地（犬の門蓋・高釣・上名道森林公園）の整備について。 

 ２点目、庁舎内の整理について。 

 ３点目、海岸保全施設整備事業（千間地区採択）について。 

 建設行政について。 

 ２項目めです。 

 １点目、名須３号線の整備状況について。 

 ３項目め、１点目、教育委員会の各施設の管理・各種事業は適正に行われている

か（全国学力・学習状況調査結果、４月に６年生対象に行われたテストです、及び

各施設の運営について）。 

 以上、質問いたします。町民のため、具体的実行のできる答弁を求めます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 皆さん、おはようございます。 

 それでは、大澤議員のご質問にお答えしてまいります。 

 １項目め、創生あまぎについて、その（１）観光地（犬の門蓋・高釣・上名道森

林公園）の整備についてということでございます。 
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 お答えいたします。 

 町内観光地の整備につきましては、観光客、また帰省客の来島シーズンを見据え、

ゴールデンウイーク、夏休み、正月などを中心に環境整備を行っているところでご

ざいます。 

 また、トライアスロンＩＮ徳之島大会の開催前には、町内全域を対象に、町はも

ちろんですけれども、町民の方々、たくさんの方々のボランティアで環境整備を行

っております。 

 今後も、計画的に観光地の環境整備は進めてまいります。 

 創生あまぎについて、その（２）庁舎内の整理についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 庁舎内の整理ということでございますけれども、行政サービスを提供いたします

各課のカウンター、また執務スペースなど、常日頃から整理整頓に努めているとこ

ろでございます。適切な住民サービスが提供できる空間づくりに心がけているとこ

ろでございます。 

 毎週金曜日の閉庁前には、全体で各フロアの清掃をしているほか、また毎月初め

には庁舎外の清掃も実施しているところでございます。 

 引き続き、快適な職場環境の維持に努めてまいりたいと考えております。 

 創生あまぎについて、その（３）海岸保全施設整備事業（千間地区の事業採択）

についてということでございます。 

 お答えいたします。 

 去る１０月１６日に徳之島地域国営、そしてまた附帯県営事業等に係る意見交換

会ということで、天城町で鹿児島県農地整備課長及び国営事業対策監が来島、来町

いたしました。 

 その中で、本町の要望や課題、５項目について要望いたしましたが、その中に、

ご質問の海岸保全施設整備事業につきましても、要望を行ったところでございます。 

 海岸保全施設整備事業につきましては、耕作環境の保全、また観光資源を目的と

した駐車場整備及び海岸入り口におきます未整備区間の道路改良、そして障害者や

車椅子利用者等などが、あの夕日が眺めれるようなスロープ設置等の要望をお願い

したところでございます。 

 これからも鹿児島県農地整備課、また徳之島事務所農村整備課と協議しながら、

この事業が採択されるよう粘り強く取り組んでまいる所存でございます。 

 ２項目め、建設行政について、その（１）名須３号線の整備状況ということでご

ざいます。 

 お答えいたします。 
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 名須３号線につきましては、測量をし、設計業務が終わり、現在、用地交渉中で

ございます。 

 令和７年度から工事に着手する予定で、計画で、進めております。 

 ３項目め、教育行政については、教育長のほうからお答えいたします。 

 以上、大澤議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育関係の質問に対し、答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは、しぃとぅみぃてぃうがめーら、おはようございます。 

 それでは、大澤議員のご質問にお答えいたします。 

 ３項目めの教育行政についてでございます。 

 その１点目、教育委員会の各施設の管理・各種事業は適正に行われているか（全

国学力・学習状況調査結果（４月に６年生対象）及び各施設の運営について）でご

ざいます。 

 お答えいたします。 

 学校施設につきましては、各学校で実施しています安全点検を基に、修繕等を順

次対応しているところでございます。 

 ソフト事業では、皆様もご承知のとおり、１０月に町内の中学生４名をアメリ

カ・カリフォルニア州へ海外派遣をし、英語でのコミュニケーションや文化の違い

を体験させることができました。 

 また、４月に行われました全国学力・学習状況調査結果につきましては、広報あ

まぎ９月号でお示ししたように、小学６年生では、国語、中学３年生では、国語、

数学のどちらも、県や全国よりも高い正答率となっています。 

 しかしながら、小学校の算数については、県とは同じ結果になりましたが、全国

より１．４ポイント低い結果となりました。 

 このように、これまで課題であった中学生の学力が向上しており、各学校の地道

な取組が成果となって表れてきていると考えております。 

 また、小学校の算数につきましては、学習者主体の授業改善に向けて、各学校、

日々の授業実践に力を入れて取り組んでいるところでございます。 

 社会教育関連では、安全・安心を第一に、町民の皆様に喜んで利用していただけ

るよう施設の運営、事業の実施に努めております。 

 オンラインを活用した東大ネットアカデミーなどを実施し、授業内容の充実を図

るとともに、模擬テストにも力を入れ、学力向上を図っております。 

 今後も、社会の様々な変化に柔軟に対応し、町民ニーズに寄り添えるよう運営を
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していく所存でございます。 

 以上でございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 まず、一番の観光地であります犬の門蓋、高釣、これのことについて何回も質問

しているんですけど、お尋ねします。 

 課長、最近、高釣から犬の門蓋まで通ったことありますか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 高釣から犬の門蓋の観光地と、その道路については、私のほうも確認させていた

だいております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 現状をちょっと説明してください。高釣の場所とかですね。今まで質問を何回も、

前回も質問しておりますが、そこ辺りを含めて。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 まず、高釣の部分につきましてです。 

 第３回の９月定例会において、大澤議員さんからご質問があったと思います。そ

のご質問を踏まえて、我々のほうで安全対策ということで、ガードパイプで安全対

策を講じた経緯がございます。 

 併せまして、高釣から、今度は、その犬の門蓋に進む道路になるんですけども、

今、両サイドから草が生い茂っているところがありますので、その辺り年内に関係

する課と協議をさせていただいて、作業に進む方向で動いております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 この犬の門蓋は、観光地であって、非常にお盆とか、正月に帰ってくる。島の人

たちをすごく懐かしがって、向こうに必ず行っています。 

 そういったことで、やっぱり草が生い茂っておる。すると、やっぱりなかなか、

島の人は何しとるんだろうかという人もおります。 

 ですから、僕は、何回も同じことを質問して、あいつは何で、そんなことばっか

りしか言えないのかというくらいに質問しています。前回も質問しております。 

 ですから、ここを私が今考えておるのは、皆さんの課だけやるんじゃなくて、予

算をつけてもらって、何とかきれいに、草が生い茂れないようにできないか。今現

状、あんた走ってみてどう思ってますか。車で走ってみて、犬の門蓋、高釣から向

こうまで。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   



－73－   

 お答えいたします。 

 確かにその道路については、両サイドから草が生い茂っておりまして離合できな

い、もともと道幅も狭いので離合できない状況に陥っていることは、重々承知して

おります。 

 我々のほうでも、前回の第３回のご質問も頂きながら定期的に観光地の作業を進

めてはいたんですが、今年かなりの猛暑が続いて、なかなか年間のサイクルの中で

は行き届かなかった点もあったかと認識しております。 

 今後は、また少し作業の間隔を狭めながら、町内の観光地全てを整備できるよう

に少し進めていきたいというふうに考えております。 

○森田 弘光町長   

 大澤議員、ちょっとよろしいですか。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 はい。 

○森田 弘光町長   

 大澤議員のご指摘は、もっともだというふうに認識しております。私の最初、

１番目の答弁と、少しまた相反する点も出てくるかなということで申し訳なく思っ

ておりますが、実は高釣から犬の門蓋に向かう中では、町民の方から、向こうへ行

って、私の乗用車の横、側面というんですか、それが雑草で傷がつくぐらい生い茂

っていると、何とかできないかということでありました。 

 そこを受けまして、そこは町道でありますので、今、建設課長のほうに、町道の

管理をしている作業隊がおりますので、これから年末にかけまして帰省客、それか

ら観光客も多くなりますので、そこについては、今やっているところも大事だと思

いますけれども、優先的に観光地、そういったところについては、正月に向けて、

年末に向けて、優先的に、言わば刈り払い等をはじめとして、その清掃をしっかり

やってほしいということを指示して今ございます。 

 そのために、ちょっとその準備で遅れているかも分かりませんけれども、早々に

は、まずは犬の門蓋線ですか、そこについては対応を図ってまいりたいというふう

に思っております。 

 また、議員から質問されるまでそのようなことが対応できなかったことについて

は、申し訳なく思っております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 非常にありがたい回答が出ました。私が言いたかったのは、ボランティアとか、

そういうのをお盆と正月だけは予算をつけて、刈り払いができるようにしてもらい

たいということですね。そこを言いたいわけです。いつまでも、トライアスロンの
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ときなどはボランティア、みんなしますけど、正月とお盆、このときは島に帰って

くる人たち必ず天城から平土野、向こうに行ってみたいということで、子供たちや

親戚の人たちも言います。必ず連れていきます。 

 そういったことで、非常に観光地としては、この犬の門蓋というイメージがあり

ますね、ここの人たち。当初で述べたように、昼なんか弁当を買っていって、そこ

で２人で海を臨みながら弁当を食べていましたね。気持ちよさそうに足を伸ばして、

そういったところでございますので、みんなで大事にしていきたいなと思ってます

ので、特別予算はつけられませんかという思いと、それから町長が言いました高釣、

インスタ映えをするところであると、向こうから役場を見ると、本当に港を見なが

ら、非常に美しく、わあ、すごいこの庁舎なんか目立って、非常にきれいな町に見

えますので、ぜひそこら辺りも犬の門蓋を少し臨めるようにしてもらいたいと思い

ます。 

 できれば、柵も造って。この間はちょっとパイプで、何回も僕が言ったので、柵

を造っておりましたが、海側、そこ辺り整備をしていけないかという質問です。 

 もう一度、課長、そこ辺り大変だと思いますけど、町長が言ったんですけど、草

も生い茂っていますので、予算をつけて、そしてやらないと、仕事にも影響が来る

と思いますので、もう一度お願いします。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 今、建設課のほうで、道路維持費のほうに、今、道路、雑草とか木の伐採とかを

担当する作業員を６名で町全体を回っております。いろんな６００以上ある路線の

中で、どこを優先してということで、最優先する場所から順番にやってはいるんで

すが、今回の高釣線、私も走ってみました。軽自動車がやっと通れるぐらいの道幅

になってしまっておりました。 

 通常、建設課のほうでも年に２回ほどその路線はするんですが、今回は、ほかの

ところが先に、今、年末回っておりましたので、気がつかなくて対応が遅れたこと

はおわびしたいと思います。 

 来週その路線を、高釣から犬の門蓋まで建設課のほうで作業する工程を組みまし

たので、来週中にはきれいに仕上げたいと思っております。 

 また、追加の予算については、今いる６名の体制、予算で十分かというと、また

全て道路維持のほうだけに予算を取るわけにもいきませんので、今ある予算の中で

何とかそういう、ベスト・ツーリズム・ビレッジにも天城町はなりましたので、観

光地、景勝地に隣接する町道については、建設課のほうで優先的に目をかけてやっ

ていきたいと、このように考えております。 
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○８番（大澹 皓一郎議員）   

 非常にこの予算は建設課にあるということでやっていますので、ぜひお盆と正月、

トライアスロンのときはボランティアでやっているような感じがしますけど、ぜひ

予算をつけて、観光地といえば犬の門蓋というイメージしかありません。天城から

向こうの辺はですね、ぜひ車が通れるぐらいの現状でいけるよう、努力をお願いし

ます。 

 それと、高釣に、小さなやつで結構ですけど、あそこにベンチもあるし、あずま

や、それと現在ある、犬の門蓋のところにある展望台にも、上のほうに屋根はでき

ないでしょうか。 

 夏は、ものすごく暑い、冬は、雨とかも降るし、この間弁当を食べてる人たちは、

下のコンクリの上で、陰のところで食べておったんですけど、やっぱり作業しなが

ら、畑からそこに来て、足を伸ばして、弁当を食べて、海を見ながら休憩をして、

また作業に行くという感じのようだったんですけど、非常に見晴らしのいい、広々

とした海を見ながら食事をして、また英気を養って作業に行くという感じがありま

したが、ここ辺り、高釣のあずまやと現在ある展望台に屋根の設置は、早急とは言

わないんですけど、計画的に、高釣を先にして、また今ある展望台のところにもで

きないものでしょうかと思っていますが、いかがでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 まず、高釣のほうに当たります、我々のほうでも県の事業を活用して、議員がお

っしゃったように、あずまやとか、当然トイレも必要だと思いますが、その辺りが

できないか、令和７年度、ちょっと県のほうに我々、計画で申請をしてみようかと

いうふうに考えております。 

 年末年始の受入れについて、高釣のほうも、我々、作業の方法が今まで違いまし

て、下の草木の雑草の除去はしていたんですけども、高い木の枝とか、そういった

部分の伐採をしておりませんでしたので、今回そこの辺り、犬の門蓋も含めですけ

ど、ちょっと高いラインから切り落として環境整備をしていきたいなと思っており

ます。 

 犬の門蓋の灯台といいますか、展望台の上の屋根ということなんですけども、す

みません、私も専門的ではないので何とも言えないんですが、構造上、それが設置

できるかどうかというのをちょっと検証させていただきたいと思います。すぐすぐ

ちょっと回答ができるような案件ではないように思いますので、持ち帰らせていた

だきたいと思います。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   
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 そこ辺りは早急なことではないんですので、ぜひそういう補助事業でも取ってで

きないかということで、こういうことを話しているわけです。 

 高釣のほう、とにかく町長が言っておるインスタ映えする場所で、あそこから役

場とか見ると、すごく平土野の町がきれいに見えて、この庁舎なんかものすごく格

好よく見えます。町、海があって、港があって、非常に見えますので、あそこのま

ず刈り込みして、そこにそういうのができないかということもついでに入れて、補

助金を探すとか、そういう努力をしてもらいたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 先ほどの答弁と繰り返しにもなるかと思いますが、我々のほうでもしっかりと整

備をできるように計画をつくって、要請していきたいと思っております。 

 今回の年末年始に向けては高い枝を切り落として、今、議員がおっしゃいました

ように、役場も一望できるような感じで整備をしていきたいというふうに考えてお

ります。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひそういう努力を、また計画をしてもらえば、もっと島に帰ってくる人たちは、

やっぱり懐かしく思って、天城から向こうの南部の方は、そこに行って、英気を養

って、また帰っていくと、お盆、正月、特にそういう人が多いです。ぜひ努力を要

望しておきます。 

 それと、上名道の森林公園の桜の木なんですが、非常にたくさん植えてありまし

て、管理もこの間行ってみたんですけど、ちょっと枝を落としたりとかしとるんで

すけど、枯れているのが。あの木の周りの雑木がざあっと覆いかぶさっとって、そ

の桜に。そこ辺り落とすと、雑木の枝ぐらいは落とすと、その桜が一本立ちして、

非常に桜の見どころになるんじゃないかと思いますが、今、かぶって、その桜が枯

れたりとか、こう絡まってツタが、ちょっとこの間行ってみたら、何か手をかけま

したか、あそこ何か切ったりしてありましたけど。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 前回の質問を踏まえて、我々、観光地は定期的に、月一のペースで整備を行って

おりますので、その間に作業員のほうで少し剪定をしていただいているところでご

ざいますが、桜の木というのは、またなかなか人が手を加えて切るというのは難し

いところもありますので、専門的ではないと、なかなか難しいところもあったよう

ですが、多少目立つ部分は剪定をしていただいた経緯はございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   
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 私は、その桜の木の周りの木が桜にかぶっておるので、そうすると、いろんな陰

になったりして、その桜の木を傷めたりしますので、そのかぶっとる周辺をちょっ

と切るとか、あそこの枝を切るとか、桜にかぶる、そういうことを要求しておきま

すので、この間行ってみたら、ちょっと桜の木は手入れをして、非常に桜がいっぱ

い植えられておって、非常にあれが満開になると、桜の名所になると思います。 

 私たちの平土野の老人会は、毎年あそこに桜を見に行きます。その時期になると、

そこで写真を撮ったり、休憩をしたり、公園でやっていますので、ぜひそこ辺り、

また注意してやってもらいたいと要望しておきます。いかがでしょうか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 上名道森林公園、桜がシーズン入りますと、私も確認した記憶はございますので、

年明けになるとは思いますが、また我々のほうもつぶさに環境整備に努めていきた

いというふうに思っております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 非常に草が生えるのが早くて、なかなか自分の家も、やってもやってもすぐ生え

てくると、木が伸びるということであって、皆さんも大変でしょうけど、ぜひ努力

をしてもらいたいと思います。 

 以上で、この質問を終わりますが、やっぱり常々見たり、職員をやって現状どう

ねとか、そういうことも、職員も連れていって見せんといかんと思います。草が道

に生い茂って、擦れ違うこともできない状況もありますので、ぜひお願いをしてお

きます。 

 それと、さっき言いよった高釣から役場を臨めるような、あそこを少し早めに、

役場が臨める、町長がインスタ映えする、この平土野のほうからみんな臨めるよう

なすばらしい景色のところですので、ぜひ早めに整備をするように要望して、この

観光地の件、終わりたいと思います。答弁、努力しますか。 

○梅岡 拓司商工水産観光課長   

 お答えいたします。 

 はい。しっかり年内に作業を進めるように調整をしておりますので、先ほど申し

上げましたとおり、高い枝を切ろうとしていなかったところもありましたので、そ

の辺りもしっかりと対応していきたいと思っております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 では、２点目に行きます。 

 庁舎内の整理についてということで出しておりますが、副町長、庁舎内を見てど

う感じていますか。 
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○祷 清次郎副町長   

 以前も、この本会議の中でご指摘があったことも記憶しております。その後、定

期的に各フロア、カウンターについての整理整頓、また執務室の各職員のデスク周

り、これについてもそれぞれ整理整頓を行うことを指導しております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 今、書庫の整理等は行っていますかね。書庫等、書類の入替えとか廃棄とか、書

庫はあると思うんですけど、どういう状況ですか。 

○祷 清次郎副町長   

 ファイリングシステムの整理ということで、書庫が第１書庫、第２書庫ございま

す。以前、その文書の保存期間というのがしっかりと定められておりますので、そ

れに基づいて、総務課のほうで一元管理をしながら行っておりましたが、確かに、

現在、その書庫の活用、また整理整頓が少し追いついていないというか、足りてい

ないところがあることは認識をしておりますので、また各課を通じながら、各課の

ほうに今、書類が山積みになっているところも確認をしております。年末も近づい

ておりますので、それと併せて、しっかりと整理を促していきたいと、注意をして

いきたいと感じております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 これ書類も何年保存とか、そういうのもあって、まず聞きたいのは、書庫をいつ

に整理したのかということと、今、向こう側の棟、くらしと税務課、その通りは、

以前はオープンスペースになっていました。今、ばあっと書類を積み上げて、もう

全然見えないような感じになって、非常に窮屈であるなという感じするし、また地

震が来たら、あの書類棚はみんな倒れるんじゃないかなという心配もしております。

そこ辺り、オープンスペースにできないもんでしょうかね。 

 それで、書庫が足りなければどっかに、あの駐車場の向こう側の上のほうに造る

とか、やっぱりそういうことも考えていかないと、今、ものすごく高く積んで、隣

の課は全く見えない。この庁舎はオープンスペースで、非常に町民が入ったらすぐ

どこと言うけど、今、各課みんな区切ってある感じがして、非常に以前造った庁舎

の役目をなしていない感じがしますが、いかがでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 確かにご指摘のことも感じております。以前、天城町の機構改革、組織の再編を

行いました。 

 まず、事務的部署のところを行ったところであります。１階南側につきましては、

そのような関係で、各課のスペースが窮屈になっていると、私も日頃から感じてお

り、特にくらしと税務課から長寿子育て課、けんこう増進課のところは、かなり一
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人一人の職員のスペースが窮屈でないかと感じております。 

 先ほどのファイル、そしてキャビネットが高く、キャビネットの上に書類等が積

み上がり危険ではないかというご指摘でありますが、特に今、いつ起こるか分から

ない地震等も想定しますと、やはりその辺も日頃から安全対策に努めていかなけれ

ばならないと感じております。 

 先ほどに戻りますが、この機構改革、途中でございます。技術的なところの部署

も、まだ終わっておりません。これもやはり全体的に見直しをしながら、第１次再

編をしたところも、やはりそのままではなくて、今の状況に見据えた形で考えてい

きたいと思っております。 

 その安全対策については、また早急に、年末の清掃も含めて考えていきたいと思

います。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 私が見たら、書類でも３年保存、何年保存とかいうのは以前あって、それは書庫

のやつから整理、どんどん２年以前か３年以前、整理していきよったんですけど、

最近みんな積んで、非常に見えなくなっているね、各課みんな。 

 だから、そこ辺りそういうのをきちっと話合いもう一度して、そういう整理をし

ていかないと、ずっとたまる一方です。自分のうちでもそうです。ある程度着るの

でも、古くなったら捨てていくというのもあるし、合わなくなったものは、子供の

なんか譲るとか、そういうのもやっておるんですけど、うちでもちょっと油断する

と、いっぱいになります。 

 そこ辺り今度しっかりと何年保存、これは何年保存、見極めて、あそこをもう一

回オープンスペースにできないものでしょうかと思っていますが、もう一度、同じ

ことだけど。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 今、大澤議員のおっしゃるファイリングシステム、私、当時、平成６、７年頃、

ファイリングシステムの担当でございました。 

 また、併せて文書管理というところで、保存年限の見直しをしたり、また書庫の

活用と、そういうところで携わってまいりました。今現在、ご指摘のとおり、なか

なか文書管理というところがうまくできていないなというちょっと実感もございま

す。 

 そういう中で、しっかりと年末にそのような作業を行ったり、その年度が終わっ

たときにも文書整理をしましょうということは呼びかけたりいたします。 

 また、年末には、書庫の中の古い保存期限が到達したものについては整理して廃
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棄するなり、そういった作業を行っているわけですが、改めましてまた再度総務課

のほうでしっかりと音頭を取りながら、各課の文書の保存の在り方、そういったも

のもしっかりとまた指導していきながら、スムーズに文書管理がなされるよう努め

ていきたいと考えております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 そういう何年保存とか、そういうのもしっかり職員とちょっと見合わせながら、

あのスペース、向こう側もすごく積み上がってとるし、こっち側も最近大分積み上

がってきているような感じを受けます。各課が見えない。やはり各課が見えるよう

な場所に何とか整理をして、足りなければ書庫を造るとか、書庫の整理は何年かに

一遍必ずやっていましたけど、最近あまり聞いたことないんですけど、そこ辺り総

務課長と副町長、相談して、何とか整理して、何というんですか、スペース、机の

上の真っすぐらいに並ぶキャビネットを置いて、オープンに見えるような感じにし

たほうが、（発言する者多し）町民の案内、あそこが水道課ですよ、あそこが何課

ですよと言えるような場所に、元の場所、元の庁舎に戻したほうが町民も使いやす

いし、職員も使いやすいんじゃないかと思いますが、ぜひこのことについて、何か

今できると言っていますので、ちょっと誰か、これぐらいまで、来年のいつ頃まで

やりますとか検討しますとか、お願いします。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 先ほどの話とちょっと重なりますけれども、また今後、また年末に向けてのそう

いった執務内の大掃除ですとか、また文書、書庫も含めた、そういった大掃除もご

ざいます。それに併せてしっかりと、また昔やっていたような文書管理の在り方と

いうのを、またしっかりと、この年末からしっかりとやっていきたいと考えており

ます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひそういう文書、何年保存とかあると思いますので、ぜひそれをちゃんと、し

っかりと職員に分からしてオープンスペースになるようにすれば、町民も便利だし、

非常に使いやすいと思いますので、ひとつ副町長と相談しながら、努力をしてもら

いたいと思います。回答どうですか。１年ぐらいかかってもいいですけど、ぼちぼ

ちいきますと。 

○祷 清次郎副町長   

 先ほど総務課長も答弁しましたが、毎年定期的に年末の整理整頓、そして年度末、

書類の整理をしております。議員からもご指摘のように、文書については保存年限

がしっかりと定められておりますので、それを遵守し、また安全対策も兼ねながら、
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年度末までにはしっかりとそういったスペースの確保を行ってまいります。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 ぜひ総務課と副町長のほうで、そういうオープンスペースになるような感じにし

て、努力をしてもらいたいと思います。 

 ここで、次の質問に行きます。 

 次、３点目、海岸保全施設整備事業（千間地区の採択）について、これはどうい

ったことないのか、ちょっと内容をいいですか。内容というか、はい。 

○柚木 洋佐農地整備課長   

 お答えします。 

 海岸保全施設整備ということで、千間海岸のところをメンテナンス事業として既

設の堤防とか、公園整備的なもの、強いて言えば、手々のある海岸線とか、下久志

の海岸線みたいな公園整備ができないかということで、この事業をお願いしている

ところでありますが、平成１１年度に県の長期計画では載っておりますので、それ

に向けて、いろんな情報収集とかしながら、結びつけていけたらというふうに考え

ております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 非常にこれいい事業だと思っています。県のほうが堤防を何とかするとか、ここ

はダイビングの物すごくいいという話で、ダイビングの方が大分行っておりますが、

もう少し詳しく、県のほうで内容は言われないんですか、まだ。計画だけでも。

（「計画には入っております、同じ」と呼ぶ者多し） 

○柚木 洋佐農地整備課長   

 先ほど、令和１１年度に計画になっております。計画について、今からの作業に

なりますので、今時点でのことはできないというふうに。 

 ただ、県のほうも、波がどれだけあるとかいうのもよく分かっているだろうし、

そこら辺について、今から詰めていくという、また設計については、町でしないと

いけないということになっておりますので、町のほうで令和何年かに上げてやって

いこうということになっております。 

 県のほうは、事業を進めていくということになっておりますので、長期計画の中

で１１年になっておりますので、９年、１０年頃には設計書の作成をしないといけ

ないということは分かっておりますが、計画については、今からの作業に入ってい

きますので、いろんな事業が、どういった事業が取り込めるかということを考えな

がら進めていきたいと思っております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 これは千間に道がないものですから、農政課にお願いして、ずっと舗装すること
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をずっと質問してきて、やっと何年か、五、六年かけて千間に下りる道を造っても

らいました。町、これ補助事業でですね。 

 今、下まで下りる事業で道ができたもんですから、今度はそこに行きやすくなっ

ているもんで、そのときに、今、情報として何か整備するような話を聞いたもんで

すから、こういう質問をしとるわけです。 

 下りるまでの道が今まではなくて非常に困っとるという話、その地域のキビも作

っていますが、地域の人たち、その道がないもんで出せないと、キビも作れないと

いう話もしておったんですけど、非常にそれと観光地として、ダイビングのメッカ

として非常にいいという話も聞いておりますので、ぜひそこ辺り県に大分要望して、

そこの港のことだと思うんですけど、何とか努力してもらいたいと思います。 

 今まで町の補助事業をもらって、そこ辺りの整備をしておりました。トイレを造

ったりとかやっておりましたが、そこをぜひ努力して、ダイビングのメッカですの

で、安全で安心な場所にするように努力をしてもらいたいと思います。 

 それでは、その件はこれで、海岸保全採択についてということでありますので、

終わらせていただきます。 

 次に、名須３号線の整備状況についてお尋ねします。（発言する者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。 

休憩 午前１０時５２分 

─────────── 

再開 午前１１時０４分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 大澤議員。 

 名須３号線からお願いします。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 名須３号線の整備状況についてお願いします。（発言する者多し）内容ですね。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 名須３号線です。町長がお答えしたとおり、測量と設計を終えております。今後

は、用地取得があります。 

 計画的には約２１０ｍです。道路の幅が４．５ｍ、車道が４ｍで、側溝が０．

５ｍという整備になります。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   
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 ここは高齢者住宅のあるあそこだと僕は認識しておるんですけど、ずっと以前か

ら両方からやってきて、非常に来るということで舗装とかしてありましたが、何か

途中で止まってしまって、一番肝心な高齢者住宅のところにまだ、前の住宅のあれ

何かな。基礎だったのかな。まだある感じがしますが、これ早めにできなければ、

あれだけでも取ることはできないでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 以前も大澤議員から同様のご指摘がありました。そこの部分は基礎を取る、今あ

る道路に少し見えている以前の住宅の基礎の一部がありますが、それを取るのでは

なくて、工事のときにそれは取ります。 

 今言われて、その後したのがコーラルで、その基礎が飛び出ないようにコーラル

で少し補修をして、これが７年度か、８年度ぐらいまでにはこの工事が着手できる

と思いますので、その際にその基礎は取りたいと考えております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 課長、この質問を出すときももう一回見に行ったんですけど、非常にコンクリが

出っ張っとって、前回も言ったんですけど、前回のときは、僕は、軽トラックをば

んとのし上がって、ハンドルを切り損ねたこともあるんですけど、非常にあれ危な

いんですよね、高齢者にしては。何かリフトでも持っていって、取ることできませ

んか。 

○宮山 浩建設課長   

 いわゆる以前の住宅の基礎でございますので、そう簡単に取れるものではないと

考えておりますので、また以前一度それが見えないように補修したんですが、最近

また私もそこを通っておりませんので、またそのような状態になっているのであれ

ば、周りをコーラルで覆って補修させていただきたいと考えます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 事業の始まるまでにできなければ、そういうふうに補修をしたり、コーラルを入

れるとか、またこの路線、非常に大事な高齢者が住んでおりますので、ぜひ早めの

事業が完成するように要望、要請しておきます。 

 以上で終わります、これは。 

 次に、教育委員会の各施設の管理・各種事業のところに行きます。 

 教育長、全国学力テスト・学習状況の結果が出ていますけど、教育長はこれを見

てどういうふうに感じていますか。 

○院田 裕一教育長   

 先ほど答弁でもお答えしましたけれども、今回広報あまぎ９月号にも掲載させて

いただきましたけれども、小学校、それと中学校も学力がものすごく、結構上がっ
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ているということで感じております。 

 特に、中学校が９月号の結果によりますと、私がお示ししたのを見ますと、令和

４年度の中学３年生が全国が６９に対して本町は５７、令和５年が６９．８に対し

て６８、今年は５８に対して６０というふうに中学３年生の国語も上がっておりま

す。同じく数学も５１．４から３６に、全国が５１から４８、今年は５２．５から

５４．０というふうに数学も上がっております。 

 ただ、英語は今年実施がありませんでしたので、まだ英語のほうは全国学力には

反映されていませんけれども、中学校の様子を見ると、英語も確実に学力が向上し

ているのではないかと思っております。 

 これも、先ほども申し上げましたように、小学校、中学校との連携に応じてやっ

ていると、そしてまたキャリア教育、それから自己肯定感、将来の夢とか、こうい

うところも子供たちは年々よくなってきておりますので、これに甘んじることなく、

しっかりまた今後ともやっていければなと思っております。 

 以上でございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 私は、今、教育長の言ったものと、これ資料が違うんですけど、教育長の人数が

違いますよ。人数が天小と全国と県とか、ここにありますけど、これある学校ので

すけど、本校５７、県平均６９、全国６７、子供の人数が違うわけですよ。 

 そうすると、非常に人数の少ない学校は上がるわけです。本校、国語が５７、算

数が４９、県平均６９、算数が６２、全国は６７、国語、算数が６３となりますが、

子供が少ないところと県平均を比べたって対象にならんのですよね。そういうこと

で判断しとったって、僕はどうかなと思うんですけど、やっぱりそこ辺り考慮して、

ちょっと考えんといかんじゃないですか。（発言する者多し） 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。 

休憩 午前１１時１３分 

─────────── 

再開 午前１１時２１分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 大澤議員。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 それでは、迷惑かけますので、これは今後教育委員会と十分に、教育長、納得の

いくまでちょっと話してから、もう一度上げていきたいと思います。学力の件です



－85－   

ね。 

 しっかりとした学力を身につけさせるために、僕は、こういう比較はいけないと

思いますので、これは取り下げて、次に議論をして、教育委員会でしっかり議論し

てからやりたいと思います。（「すみません。議員、少しよろしいでしょうか」と

呼ぶ者多し）いや、もうやめます。 

 じゃあ、次に行きます。 

 教育長、読書の秋というのがあるんですけど、これは日にちお分かりですか。何

月何日から何日頃まで、読書週間。 

○院田 裕一教育長   

 ありがとうございます。本年度、第７８回の読書週間ということです。これは、

読書推進運動協議会が１０月の２７日から１１月の９日までの文化の日を中心にす

る２週間が読書週間ということで認識しているところでございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 この期間、本町の図書館はどういうことをしていますかね。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 先ほど教育長のほうからもございましたが、読書週間、１０月２７日から１１月

の９日間ということで行っておりますが、当町立図書館につきましては、その時期、

蔵書点検ということで、休館の時期がその読書週間と重なった経緯がございます。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 せっかくの全国で読書週間ちゅうのに、本町の図書館はお休みしとるんですね。

そこ辺り皆さん、決裁文書とか回ってこないんですか。ここを休みますとか、そう

いったときに、何かこれはちょっと延期してやってくださいとか、そういったこと

を指導はなされなかったんですか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 議員のご指摘のとおりです。町立図書館、休館する際には起案を回して、こちら

のほうも確認をするんですが、大変申し訳ございません。私の完全な認識不足でし

た。 

 こどもの読書週間というのも５月の１日から１４日ということで、こどもの読書

週間、それについては、私も異動してきて、確認は取れておりましたが、その第

７８回読書週間というのが、１０月の２７から１１月の９日間まであるというのが

ちょっと認識不足で、その休館をいたします、蔵書点検をいたしますということで

起案が回ってきた際に印鑑をついてしまいました。 
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 令和７年度、また図書館のスタッフとも協議をさせていただいて、今後こういっ

たことがないようにということで、この前も指導をしており、私のほうもそこを確

認をしながら、令和７年度の蔵書点検については、その期間をずらして点検作業に

入るように努めていきたいと思っております。 

○８番（大澹 皓一郎議員）   

 せっかく全国で読書週間があるのに、本町だけお休みしております。そこ辺りは

どういう考え方をしているのか分かりませんが、そういうのを聞いてみたいと思っ

てですけど、至ってこういうのを言うんですけど、しっかりとして、しかも僕は、

広報で移動図書の車のものみたいな放送をしとったんですけど、資料をもらったら、

そういうことは書いていなかったんですよね。 

 ですので、やっぱりそこ辺りしっかりとした指導をするように要請をしておきま

す。せっかく読書週間が全国的にやっとる読書週間ですので、そこ辺り注意をして

やってもらいたいと思います。 

 先ほど言ったように、もう一度、来年から気をつけたり、あと何回も話をしとる

んですけど、参考図書などは、やっぱりみんなの見えやすいところに置いてもらう。

一番隅っこに置いとるという話、何回言っても話が通じないような感じがします。 

 以上で、ちょっとこの学力問題は教育委員会で十分に、お互い理解を得るように

話をしてみたいと思いますが、そういったことで、今日の質問はこれで終わりたい

と思います。 

 以上で質問を終わりますが、やっぱり職員は町民のために頑張っていくのが当然

ですので、町民の利便性やそういったものに合った行動するようなことをお願いを、

要望して、私の一般質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、大澤皓一郎議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号１０番、柏木辰二議員の一般質問を許します。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 通告してある１回目の質問を行います。 

 １項目の教育行政について。 

 １点目、兼久小学校の校庭は水はけが悪く、支障を来しているが、今後の改善計

画はどうなっているのか。 

 ２点目、教育委員会で天城町の歴史に関する教本を作成する考えはないか。 

 ２項目の建設行政について。 

 １点目、令和５年第２回定例会で質問した県道伊仙天城線の冠水箇所はどのよう

な対応がなされたのか。 



－87－   

 ２点目、町道瀬滝三京線ののり面崩落箇所は、今後どのような対策を計画してい

るのか。 

 ３項目の土地規制について。 

 １点目、６月議会後の取組状況はどのようになっているのか。 

 ２点目、町有地の管理と払下げの状況はどのようになっているのか。 

 以上の３項目、６点について、明確な答弁を求めます。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、柏木議員のご質問にお答えいたします。 

 １項目めの教育行政については、教育長のほうからお答えいたします。 

 ２項目め、建設行政について、その（１）令和５年第２回定例会で質問した県道

伊仙天城線の冠水箇所は、その後どのような対応がなされたのかということでござ

います。 

 お答えいたします。 

 前回ご質問を受けまして、県のほうにその状況説明及び対策の要望を続けており

ますが、解決には至っていないところでございます。 

 近年、全国的に広い範囲で記録的豪雨が発生しており、直近では与論町でも豪雨

で甚大な被害が発生しております。 

 また、我が天城町においても、令和３年には、５０年に一度の記録的大雨を観測

するなど、激甚化・頻発化している状況にございます。 

 県によりますと、ご要望の区間につきましては、愛心園入り口から瀬滝公民館ま

での約４５０ｍ区間、また兼久小学校から天城町役場方面に約４５０ｍ区間が車道

の西側にＵ字側溝がない区間であります。車道に降った雨水については、暗渠パイ

プにより歩道内のＵ字側溝に誘導して排水しておりますが、現在、道路パトロール

等で雨天時の状況を継続して確認しており、一定量の降雨量があった場合において、

一部区間において、その雨水がたまる状況にございます。引き続き、雨天時の路面

状況を確認しながら、限られた予算の中で効果的な対策を検討してまいります。ま

た、排水能力が低減しないよう暗渠パイプの清掃など適切な維持管理に努めてまい

りますという回答を頂いております。県と、これからもその対策については、話合

いをしながら、対策を待ちたいと考えております。 

 ２項目め、建設行政について、その（２）町道瀬滝三京線ののり面崩壊箇所は、

今後どのような対策を計画しているのかということでございます。 

 お答えいたします。 
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 ご指摘の町道瀬滝三京線につきましては、令和７年度にその測量・設計を計画い

たします。 

 設計が終了しましたら、緊急自然災害防止対策事業を活用し、のり面崩壊防止対

策工事を進めていきたいと考えております。 

 ３項目め、土地規制について、その（１）６月議会後の取組状況はどのようにな

っているのかということでございます。 

 お答えいたします。 

 土地規制につきましては、令和６年第２回定例会にもお答えいたしましたが、そ

の土地の区域や内容に応じて、各種法令に基づく届出や許可申請等が必要になる場

合がございます。 

 令和６年第２回定例会におけるご質問では、特に安全保障上の観点から、土地取

引に対するご懸念を頂いたものと認識をしております。 

 その後、１１月２１日に徳之島３町担当課長による協議を行い、住民生活への影

響が予想されるような大規模な土地取引等の情報があった際には、３町で情報共有

を行うことの申合せを行っているところでございます。 

 ３項目め、土地規制について、その（２）町有地の管理と払下げの状況はどのよ

うになっているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 町有地の管理につきましては、行政財産につきましては、その所管する課が管理

し、普通財産につきましては、総務課において管理をしております。普通財産にお

ける町有地につきましては、まだまだ把握できていない土地が多くあるのが現状で

ございます。 

 地籍調査の実施に伴い確定に至る土地もございますが、調査区域外の町有地につ

いては、年次的に調査、測量費等を確保しながら、その地籍の確定に努めていきた

いと考えているところでございます。 

 町有地の払下げ状況につきましては、町有地払下げ・貸付等審議委員会を経て、

本年度は町有地３件の払下げを行ったところでございます。 

 以上、柏木議員のご質問にお答えいたしました。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 次に、教育関係の質問に対し、答弁を求めます。 

○院田 裕一教育長   

 それでは、柏木議員の教育行政についてのご質問にお答えいたします。 

 第１点目でございます。 

 兼久小学校の校庭の水はけが悪く、支障を来しているが、今後の改善計画はどの
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ようになっているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 兼久小学校のグラウンドの校舎側は、水はけが悪く、子供たちの登下校時に支障

を来しているということは、教育委員会としても認識しているところでございます。 

 問題を解決するために、正門から校舎南側まで一部コンクリートの歩道を整備し

たり、水はけますを新設したりと対応はしているところでございますが、根本的な

解消には至っておりません。 

 今後とも整備計画をしっかりと進めていきたいと考えているところでございます。 

 その２点目、教育委員会で天城町の歴史に関する教本を作成する考えはないかと

いうことでございます。 

 お答えいたします。 

 天城町教育委員会では、「天城町の文化財をたずねて」という町指定文化財や史

跡、記念碑などを紹介する冊子を平成３年に作成しております。 

 作成から３０年以上の年月が経過しているとともに、この３０年で多くの文化財

調査が進み、新たな知見が得られております。これらを盛り込んだ新たな教本の作

成を前向きに検討していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 では、１項目の教育行政について、１点目から質問します。 

 兼久小学校の校庭ですけども、今、教育長から答弁ありました校舎側に一番たま

るということなんですけども、私も見ましたが、正門から校舎側まではコンクリで

舗装していますね。それは、何年当時にできているんですかね。 

○院田 裕一教育長   

 私が校長時代にお願いをしまして造っていただきましたので、たしか令和２年ぐ

らいだったんじゃないかなと、私が就任してすぐか、その次の年だったと思ってお

ります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 じゃあ、次に、いつの時点から水はけが悪い状態であったのか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 兼久小学校が平成３０年の３月３１日に完成をいたしております。新築落成式を

しましたところ、そのときから、校舎の前のほうは水はけが悪いということで、私

もＰＴＡですので、そこは認識しているところでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   
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 私もそう思います。それで、今、正面から校舎側までコンクリ舗装をしたんです

けども、解消されていないですね。 

 それから、教育長の記憶では、令和２年にコンクリ舗装できました。 

 それから、３、４、５、６、４年ですね。４年の間でどういった、例えば兼久小

学校から要望書が上がっているとは思うんですけども、要望書なんかは上がってい

ないんですか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 兼久小学校からは、水はけが悪いということで、どうにかなりませんかというこ

とでお話が来ております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 それは口頭で来ているのか、それとも文書として来ているのか、どうですか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 私の認識している点では、口頭で、あと学校訪問をしたときに、ここの校舎のこ

の場所が水はけが悪いですよということで、直接先生方と話をしながら、確認をい

たしております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ここに問題点が一つあるんですけども、口頭で、例えば要望を受けました。そう

すれば、聞いただけで終わってしまうんですね。要望書を上げてもらって、それ各

学校いろんな問題点あると思うんですけど、各学校から要望書としてしっかり上げ

てもらう。今、写真撮って、写真もつけて上げてもらう。それをちゃんとファイル

して、昨日課長のほうは、現場を見て優先順位をつけてやりますという答弁されて

いますが、その優先順位をつける方法はどうやって優先順位をつけるんでしょうか、

そのファイルがなくてどうしているんですか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 大規模修繕等で、学校のほうから要望が上がってきます。 

 そして、我々のほうで、まず見積りを取ります。 

 そして、一番最優先にしているのは、危険箇所か、児童生徒の授業に支障がない

か、危険箇所ではないかというのを優先順位でつけて、そこからできる範囲で順番

に進めているところです。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 そうであれば、当然にこの兼久小学校の、私、見ました。１１月２６日ですか、
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大雨のときに、午後４時ごろ見に行ったんですけども、普通あまり入れませんから

ね。学校には、簡単には。 

 だから、その校門からちょっと入って見せてもらいました、勝手に。そのときに

校庭全体に水がたまっているんですね。写真も撮りましたが、そのときに天中も見

ました。兼小も見ました。もちろん、天中も昨日あったように、校庭全体的に水が

たまっています。兼久小学校も校庭全体に、ほとんどたまっています。 

 明くる日の１０時ごろ見に行ったときには、兼久小学校の校庭が水が入っていま

したね。まだ正門、正面玄関、その前には水がたまった状態です。 

 その１１月２６日の私が見に行ったときは、皆さん、その現場、兼久小のその状

態を見たときにどう思われましたかね。率直な感想をお願いします。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 兼久小学校のグラウンドは、雨が降りますと、本当に北側を中心に広範囲に水が

たまるのを、現場を確認しております。私は、水曜日、金曜日と、スポ少の練習で

行って前を見るんですけども、まだ水が抜けていないなということを認識いたして

おります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 もう少し聞きたい。具体的に聞きたいということは、教育長も見られていますよ

ね。当然、元兼久小の校長であるわけですから。私、見に行ったときにびっくりし

たんですが、結局正面入り口から生徒たちは、コンクリ舗装から先、水たまりのた

めに普通の運動靴では行けませんから、校舎沿いに、側溝沿いに、正面玄関に回っ

て、正面玄関に入るんですけども、そこに建築ブロック、これが置かれているんで

すよ。そこの水たまりは１０cm近くあるんじゃないですかね。小さい子供たち、小

学校低学年、特にその辺は歩けないと思います。 

 学校側は、学校側独自でこういった対策をしているんですけども、私、これ見た

ときに本当に悲しくなりましたね。こんな小学校１年生から６年生まで、過去に

４年間そういった状態で、大雨のときはそういった状況の中で通学して学校に行っ

ていたわけですね。その子たちは卒業していきました。まだ下につながっています。 

 どうして教育委員会、こういったことをそのまま見て見ぬふりをするのか、そこ

はちょっと解釈に困るんですけど、ちょっと理由があれば。 

○院田 裕一教育長   

 ご指摘、本当に私、今、猛省をしているところでございます。子供たちの立場に

立って、大人であれば、そういうブロックの上をぽんぽんと歩くのは何もそんなに

支障はないかもしれませんけども、６歳、７歳の小学生の低学年の子供たちがそこ



－92－   

を歩いていく、雨の中の周りが水浸しになったところを歩いていくという、やっぱ

りそういうふうなことを本当に教育行政の責任者として、本当にあと一歩踏み込ん

でしっかりやらないといけなかったことなのかなと、今、猛省をしているところで

ございます。 

 この間も和田課長と一緒に、また再度見させてもらって、また今後水はけという

か、そういう専門的な業者の方にも見ていただいて、今度はどういうふうな水はけ

の方法があるのか、我々だけで考えることではなく、建設課とか、そういう専門の

皆様の知恵を拝しながら、本当早急に、その小さな子供たちの思いというところを

しっかり受け止めて、対処を前向きに検討していきたいと考えております。大変に

ありがとうございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 もっとちょっと言わなきゃいけないんですけども、結局４年間何もされていない。

もうちょっと細かく言えば、完成直後からこういった状態が続いていたわけですね、

校庭を含めたら。 

 グラウンドのほうは次の日、水がはけているわけですから、恐らく地下浸透とい

うか、していると思うんですよ。正面玄関側に水が残っているということは、結局

浸透はしているんでしょうけど、結局水が乗っていないわけですね。先ほど排水も

入れたし、ためますも造って抜けるようにしましたということで、ちゃんと側溝が

あったんですけども、グレーチングを置いて水が乗るようにしているんです。その

状態でしたが、結局そこに水が乗っていないわけですよ。 

 じゃあ、今、教育長からあったように、専門業者とかで、そう言われたんですけ

ど、結局今頃になってそういう答弁ではおかしいわけですね。それに気づいている

んだったら、もっと前に、今からやると、いつになるか分かりません。もっと前に

そういった具体的な改善方法を考えているんであればもっと、もう少し手だてがあ

ったんじゃないかと私は思うんですけども、具体的に、じゃあどうすればここを解

消すると思っているのか、そこを聞きます。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 先ほど教育長もお答えいたしましたが、専門業者にまず見てもらうことと、土壌

が粘土質ではないのかと、もともと兼久小学校の建っていた場所には月山がござい

まして、造った土等もありました。まずは粘土質ではないのかと、あと不十分な傾

斜、水が流れる傾斜がないのではないかと、あと排水設備をどこにつけたらいいの

か、水を流れる場所をしっかり造っていく、あとグラウンド自体の北側の経年劣化、

これがないか、こういったものを専門業者さんにちょっとお伺いをしながら、しっ
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かりと考えていきたいと考えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 確かにそれはやらなきゃいけないことなんですが、まず早急にやってもらいたい

ことがあるんですけども、天城町にも測量会社ありますね。そこにすぐ依頼をして、

校庭というか、そのグラウンドを含めた全体の高さを取るわけですよ。メッシュに

切ってですよ。私が予想するのは５ｍ間隔ぐらいのメッシュに切って、高さを当た

るわけですね。 

 そうすることによって、水はどこに一番流れていくかと、すぐ分かるわけですよ。

そうすれば、高低は幾ら上げていかなきゃいけない、このポイントは幾ら上げない

と、その大体目安はつきます。それによって、結局どれだけの砂というか、グラウ

ンドに適した土が入るかというのも計算、量も出るわけですよ。分かりますかね。

出るわけですよ。そういったことはすぐ、天中も含めて、そういうことをすぐやっ

てほしいわけですね。できますか。 

○和田 智磯教委総務課長   

 測量等の予算、今現在、教育委員会総務課のほうにはございませんけれども、財

政のほうと、ちょっとお願いをしてみたいと思います。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 予算はそんなに、私の予想ではかかりません。総務課長ですか、財政、どっちに

聞きますか、予算面は。課長、先ほどの測量の件も、課長、土木一番詳しいので、

この話ししたので、分かりますよね。土木専門ですから、もともとは。いやいや、

そこをちょっと、それも含めて答弁をお願いします。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 土木専門と言われているんですけど、土木では役場に入ったんですけど、実際の

ところは４年ぐらいしか経験がないので、今、全く土木のほうの知識はないんです

けども、また教育委員会のほうから、そういった兼久小学校の水はけの件について、

また天中も含めまして、また査定の中では相談があるものと思っておりますので、

その中でまた協議させていただきたいと思います。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 一般質問で取り上げたから、深く考えないでくださいね。普通、本当だったらこ

ういうのを一般質問で取り上げる問題でもないと私は思っていますよ。あえて、結

局落成からこういった状態が続いて、落成のときから６年間通った子供たちは、

６年間その状態で学校生活を送っていたわけですよ。そういうことを踏まえて、こ

の質問を上げているんですね。 
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 別に、それは当然に教育委員会、教育長だったり、元母校ですよ、教育長の。兼

小と天中は、なおさらすぐに手をかけてやって終わっているはずだと私は思ってい

るんです。あえて質問したのは、今、難しくは考えないでください、予算そんなに

かからないと思います。ぜひぜひその回答だけは、しっかりできるという返事をも

らわなきゃ、この質問終わりませんよ。（発言する者多し） 

○和田 智磯教委総務課長   

 天城中学校のグラウンドの改善につきましては、当初予算のほうにお願いをして

いきたいと考えております。兼久小学校もお願いしていきます。（発言する者多

し） 

○祷 清次郎副町長   

 昨日の天城中学校、本日の兼久小学校、その排水の件については、町長、私も、

昨日、本日の質問の中で分かったというか、その質問を聞きながら、やはりこれま

で数年間、児童生徒の皆さんに通学、下校時に大変な思いをさせていたんだなとい

うことで、執行部としても申し訳なく感じたところであります。 

 測量委託につきましては、議員もご質問のあったとおり、さほどかからないと私

も感じております。これについては、早い段階で校庭の勾配、高低を出しながら、

今度は改善にかかるものについて、しっかりと見極めた上で予算化をしていきたい

と考えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ぜひとも、冬休みに入りますから、そのときにできるような状態に持っていって

ほしいなと要請をします。ぜひお願いします。 

 じゃあ、２点目の教育委員会で天城町の歴史に関する教本を作成する考えはない

かという質問ですが、教育長のほうから、平成３年に作成された「文化財をたずね

て」の本、それを含めた、盛り込んだ新たな教本の予定を考えているという答弁で

したが、今、まず最初に聞きたいのが、それは後に持っていきますけども、例えば

今、小学校、中学校で、天城町の歴史や徳之島の歴史に関する授業というのは行わ

れているんですか。 

○院田 裕一教育長   

 まず、小学校３年生、４年生で、「わたしたちの徳之島」という副読本がござい

ます。この中には自然とか文化とか、当然その中にも歴史、そういうものがありま

して、これは３ヶ町で、３年に一度改正をしていくというようなことで、この中で

もそういう今年は、今現在使っているものは、今までは３ヶ町が全部同じものだっ

たんですけども、今年度から天城町が中心になって、今、編さんして、今、実際子

供たちが使ってはいるんですけども、そこには一部、天城町編、伊仙町編、徳之島
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町編というふうに、３町のそういう別々の視点から見る分野もございます。 

 また、もう一つ、小学校５年生、中学２年生を対象にした「あまぎ学」、これは

どちらかといったら世界自然遺産関係で、自然を中心なんですけども、その中で一

部歴史をやっているというようなことでございます。 

 以上でございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 私は、それ実際見ていないのでちょっと把握、ちょっと感じ分からないんですけ

ども、結局その中には、まず中身として１点だけ確認したいと思いますけども、そ

の中には徳之島の成り立ちとか、もちろん琉球支配下時代とか、薩摩藩統治時代と

か、あと歴史的な出来事、各集落の歴史、そういった中身が入った、そういう教本、

本なんでしょうか、どうなんですか。 

○院田 裕一教育長   

 先ほど申し上げました「わたしたちの徳之島」という、そこでちょっと一部、郷

土の伝統文化の先人たちということで、１、奄美群島日本復帰運動に取り組んだ

人々ということで、切り離されたときの様子、そしてどのようにして取り組んでい

ったのか、そしてその後の奄美大島のこと、そしてもう一つは、郷土の伝統や文化

ということで、ふるさと、歴史とか、それから昔から続いていることとか、暮らし

を高める願いとか、こういうところが、今、議員がおっしゃったようなところには

関係する部分かなと思っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 私自身も歴史を知らない部分が結構ありまして、恐らく今の子供たちはこういっ

たテレビだったりネット時代で、歴史にはあまり興味がなくて、そういう状態だと

思うんですけども、私は、やはり島の歴史とか、そういうのをやっぱりしっかり知

ることが今後のこの子供たちの島に対する愛着とか、そういったことを考えさせる

ためにはぜひ必要だと思って、こういう質問をしているんですけれども、例えば、

少し話が前後するかもしれませんが、この天城町に集落ごとに子供たちの心と心を

育てるという目的だったり、いろんな歴史、各集落ごとの歴史を記された文献とか

文書とか、そういうのは実際あるんでしょうか、集落ごと。 

○院田 裕一教育長   

 集落ごとにそういうところがあるかどうかなんですけども、今、私は手元に、

「世界一長寿の島 徳之島 天城町の集落 １４の宝」という、こういう冊子がご

ざいますけれども、この中には集落ごとのいろいろとそういう史跡とか歴史とか、

それが載っていますけれども、これはあくまでも一般向けでございますので、こう

いうのも含めて、子供たち向けにもう少ししっかり簡単にできるものがないかとい
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うところは、今後しっかりまた検討していきたいと思っております。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。午後１時より再開します。 

休憩 午後 ０時０１分 

─────────── 

再開 午後 １時００分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 柏木議員。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 午前中の質問で教育長から話がありました、これですよね、さっき言われた。こ

れも確かに写真つきで分かりやすいと思います。ですけど、私が言いたいのは、記

録として残す、大事じゃないかと思いまして考えていますが。 

 私が以前、当部の松村省三先生から直接頂いた「当部の今昔」という本があるん

ですけども松村先生、もう亡くなられているんですが、私の唯一尊敬する先生で直

接頂いて、いろんな考えていたときに、ああ、そう言えばこういう本があったなと

思って。全部目を通していなかったんですけど、触りを読んでみただけで、この本

を執筆した思いが十分伝わってきました。松村省三先生は、後世に歴史を、史実を

伝えることが今に生きる私たちの使命ではないかと、そういう思いに駆られてこの

本を執筆したと、そういうふうに書いています。もう一人、またここに、発刊に寄

せた、重田精一教育長さん、この方もやっぱりそういったことを書いています。 

 それを見ると、ああ、やっぱり昔、先人たちは立派な人がいらっしゃったなと、

そういうふうに思いますし、また浅間には、これも先日、今年亡くなられたんです

が、岡村隆博先生とか、この方も方言についての、ちょっと手元にないんですけど、

そういうの見た記憶もあります。いろんな研究をして作られています。 

 昔の尊敬する先輩たちはこういったものを自分で、まして松村省三先生はこうい

うのを自費で出版して作られています。大変なことだと思います。でも、そういう

使命感を持った人たちがいたということです、天城町に。 

 ですから、午前中聞いたのは、そういったのが各集落にも残っていないかなと、

そういうふうなことも含めて聞いたんですけど、その辺をお願いします。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 午前中、議員のほうから集落史という話がございました。私どものほうとしまし

ても、やはり文化財の関係があり、いろんなそういった昔から、松村先生の今昔も
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しかりなんですが、史料をユイの館、また文化財の担当も保有しております。浅間

集落史とか前野集落史等もございますので、そういったものを、やはり教本という

形になりますので、分かりやすいようなそういった冊子の作成は、先人の先輩方の

いろんな本を参考に、まずは勉強しながら準備をしていきたいと思っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 それは、どういった形でやる方向がいいと今考えますか。 

○中 秀樹社会教育課長   

 お答えいたします。 

 そんな簡単に多分こういった冊子は作れないと思っていますので、やはり委員会

等をつくって、有識者の方々、できれば各集落、集落史を作った前野集落とか前野

集落の先人の方の先輩方もいらっしゃいますので、そういった方々の知恵もちょっ

と拝借をしながら、こちらのほうとしましては、教育委員会として、ユイの館、ま

してや文化財の専門の職員もいらっしゃいますので、そういった方々の意見を伺い

ながら、まずは土台固めをつくって、中期的にできれば作っていきたいなと。来年

度発行とかというのはちょっと難しいとは思いますので、中期的に作っていきたい

なと思っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 そういった取組ですね。 

 私の意見としては、亡くなられた方ももちろんいらっしゃいます。そういった文

献を基に、今、実際に、そういった使命感を持った人はまだいると思います。そう

いう人たちをピックアップして、教育委員会でちゃんとした委員会なりをつくって、

聞き取りも大事ですし、そういった思いを持った人を集めて組織をつくり、そこで

もんでいってこの本は作られるもんだと思います。それは進めていけるということ

なんで、そこはぜひお願いしたいと思います。 

 やはり、そうすることによって子供たちは、高学年ぐらいになれば、今は分から

なくても大人になれば、聞いた話、そういった本があればまた読み返したりして、

それをすることによって、郷土に誇りを持って郷土の発展に尽くす、そういった子

供たちができてくると私は思いますので、ぜひそれは推し進めてください。 

 小学校高学年ぐらいで理解できるような本であってほしいし、また知らない私み

たいな大人でも見て分かるような、そういう本でもあってほしいし、要望いっぱい

ありますけど、そこはまたしっかりしたものを作っていただきたいということを要

請をしておきます。 

 それと最後に、教育委員会の在り方という分も全体的に含めてネットで検索して

みると、こういうふうに「新たに教育長・教育委員になられた皆様へ」という、文
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部科学省からこういった文書も出ています。その中に、こういうこと書いておりま

す。「（地方教育行政法第１８条⑧）、住民からの意見や要望に的確に対応する観

点から、教育行政相談の職員を指定することが義務化されています」と。多分、天

城町もやっていると思うんですけど、もしそうなっていなければ、こういうことも

やらなきゃいけないと思います。 

 それと、「教育委員会の活動状況の点検・評価」、それを、検証含めて、「住民

への説明をする観点から、毎年度、教育委員会の活動状況の点検・評価を行い、報

告書を作成・議会に提出することが義務化されています」と、こういうことも書か

れています。天城町、こういうことやられているか、確認します。 

○和田 智磯教委総務課長   

 お答えいたします。 

 事業の点検・評価につきましては昨年度実施し、今年度はまだ開けておりません

けれども、実施をする予定にしております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 議会に提出すること義務化されている、私はいまだに見たことないんですけど。

忙しいと思うんですけど、そういうこともぜひ今後は進めていってもらいたいと思

います。 

 そういうことで、教育行政に関してはここで一旦終わります。 

 次に、２点目の２項目の建設行政について。 

 建設行政の１点目です。 

 県道伊仙天城線の冠水箇所、この件ですが、これは私、１０月２４日の大雨の日

がありました。１２時頃だったと思うんですけども、伊仙側から天城方向に向かう

車両が、そのとき水はもう冠水状態でしたね、こっちから行ったら右側、右車線。

その反対側から、こっち側から向かって左車線に車を止めて、伊仙側から天城方向

に向かう車をその状況確認したんですけども、そのときに、水しぶきが歩道全体に

覆いかぶさる状況だったんです。それ、動画も撮っています。後で課長のほうに確

認も、見てもらいたいんですけど。 

 そういった状況だったんですけども、こういった状況、議場にいる執行部の皆さ

ん、誰か見たことあるか、知っている方、いらっしゃいますか。 

○院田 裕一教育長   

 私、瀬滝の住民ですので、あの辺りもよく歩いたり車で通ったりしますけども、

水しぶきが上がって、歩道に歩行者がいたら本当に大変危ないだろうなというとこ

ろも感じているところでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   
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 １回目の答弁で、町長ほうから県のほうには要請していて、今後、まだ回答はな

いんですけども、いろんな状況説明して要請活動を続けるという答弁だったんです

が、この説明の仕方、しっかり県のほうもこういった状況を把握しているのかちょ

っと疑問なんですけども、この辺まで把握しているんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 今、柏木議員が言われるような状況までは把握はされていないと思います。県道

のパトロールをする皆さんがいらっしゃいます。ある程度、冠水する状況は見てい

ると思うんですが、車の水しぶきが歩道を覆うほどのそういう動画とか、そういう

状況は動画も撮っていないであろうし、確認はされていないのかなと感じておりま

す。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 対応があまりにも遅いので、もう一回この質問出したわけですけども。 

 前回の答弁では、県のほうでは今年できる範囲でやりますと、５０ｍか１００ｍ

スパンにためますを設けて、予算のある範囲で今年度やりますという回答をもらっ

たという課長のほうから答弁があるんですけども。これじゃ、駄目なんですけど、

これも実際やられていない。もう既に１２月に入ります。今年度、あと３月いっぱ

いですよね。何も手が、やるかも見えない。これ、一体どういったふうな状況なん

ですか、実際のところ。 

○宮山 浩建設課長   

 県のほうは、個々のもろもろの道路維持に関する予算が、そんなに大きくない予

算は持っているんですが、昨年、私が県のほうに議員に言われて質問したときには、

今ある残りの残予算でますを設置して、少しは側溝のほうに誘導したいというよう

な県の回答でありました。それで、昨年はそれが行われておりませんし、今年度も、

そういう少しした、ある程度の、応急措置ではあるんですが、そういう工事ができ

ないかなということで見ておりましたが、今まだ手をつけていないという回答であ

りまして、まだ状況を見守りたいということでありました。 

 いわゆる議員が言われるように抜本的に、今、大津川のほうからやってきている

ような、歩車道境界の内側に縦断側溝を新たに新設で入れるという工事が一番望ま

しいと思っておりますので、それも含めて、今後も粘り強く県に要望していきたい

と考えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 要望する会議というのは具体的にどういった会議で、どういう方が参加されて行

われるのか、ちょっとお聞きします。 
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○宮山 浩建設課長   

 大きな県道、真瀬名工区とかああいう類いの要望というか、話合いは年に１回、

町長たちも参加されて徳之島地区土木事業連絡協議会というのがありまして、大島

支庁の建設部長やらも来られる、そういう会議が年に１回あります。 

 こういう個別案件につきましては、私のほうから徳之島建設課の道路係長のほう

に、メールと、あと写真つきで要望を個々に行っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 今聞けば、メールと写真。直接面会での要請ではないわけですね。 

 これ、やっぱりあんまり長くかかり過ぎているんです。これは絶対改善されなき

ゃいけない箇所だと思うんです。例えば町のほうで、町長にお聞きしたいんですけ

ど、それを実現するためには、どういった方法、どういった取組がいいのかという、

今の時点で案はないんですか。 

○宮山 浩建設課長   

 今回の件は、１０月でしたか、通学路安全対策プログラムということで兼久校区

を、県の方とか警察とか集まって危険箇所を拾い出して、改善に向かいましょうと

いう、そういう会議もやりました。その際に今回の案件を出せばよかったんですが、

私も出せませんでしたので、危険な、横断防止柵が壊れていますとか、ガードレー

ルがここは欲しいですねとか、そういう話合いでしたので、水しぶきの件をその場

所で出していないんですが。 

 毎年、通学路安全プログラムという会議をやりますので、そういうところで逆に

出していけば、子供の安心、安全を守る観点から、県のほうも早急に動きやすいか

なという気はしております。そういうのもありますし、粘り強く個別に、こういう

状態ですという発信を続けていくことが、県が事業着手をする要因になればなと考

えております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 課長サイドだけでなく、町長、直接そういったお願いもできないんですか。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 私は鹿児島県庁にもよく上がりますし、昨日、奥議員にもお答えしたいんですけ

ど、港湾空港課の課題があるときには、港湾空港課長、私が何月何日に上がります

けど、何時頃いらっしゃいませんかというようなことで、何とか会議、何とか会議

ということではなく、個別案件の中で、私は天城町の課題についてはお伝えしてき

ているつもりであります。 

 また今回、今、宮山課長の答弁聞いてメールというお話ですので、この件を含め
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て、またあといろんな課題があるでしょうから、そこら辺を含めて、しっかりと徳

之島事務所のほうにもこちらから時間を設定して伺って、天城町の抱えている個別

の案件、そういったことについてはしっかりとお伝えしていく、やはりそこからし

か解決への道筋は見えてこないんだろうなという思いをしておりますので、しっか

りと私自身も出っ張ってお願いするところはしていきたいというふうに思います。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 まず、ぜひ、そういう行動を起こしていただきたいと思います。 

 そしてもう一つ、私が考えるに、住民側からの要望書という形で県の土木事務所

に上げる。いろんな意見というか、実際のあれとか、文書として要望書を上げると

いうことも大事だと思うんですけども、どう思いますか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 町の場合も、区長経由で住民の要望書、建設課のほうは受けております。 

 同じような形で、住民あるいは小学生の児童たちからの要望書という形を取りま

とめたほうが、県のほうは、逆に言えば、受理をして行動に移しやすいかなという

思いはしております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 個人的にできるかできないか、ちょっと今判断つかないんですけども、ぜひ建設

課のほうで取りまとめて、そういったことの手助けはできると思いますので。学校

サイドも含めてですよ。 

 これ、学校生徒の通学路だけの問題じゃないですね、今のこの状態は。高齢者も

いますし。大雨のときは、そこを歩く人はいないかもしれません。でも、仮に歩い

たときに、何かしらの不測の事態というのは発生する可能性があるわけです。そう

したときに、やはり県のほうが訴えられるとかいろんなケース、出てくる可能性も

あるわけです。そういったもの含めて、そういったことを要望書の中に挙げて、そ

こは入れなくていいです。こういうことがある、そういうこと入れて出せばいいの

かなと、そういうふうに思いますので、ぜひ建設課のほうでそういったことも検討

していただけませんか。 

○宮山 浩建設課長   

 南部、瀬滝、兼久、大津川の皆さんあるいは兼久小学校、天中の皆さんを巻き込

んだ、そういう何か要望書的なものが、いいものができないか、課のほうで少し練

ってみたいと思います。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ぜひ、その辺はやっていただきたいということを要望しておきます。私も協力し
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ます。 

 ２点目の町道瀬滝三京線ののり面崩落箇所ですけども、先ほどの１回目の答弁で、

測量設計、７年に計画しているということなんですけども、まず最初に聞きたいの

が、崩落していますよね、１０月３日だと思いますけども。それ、何時頃発生した

というふうに考えられていますか。 

○宮山 浩建設課長   

 １０月２日、３日、一報を受けて、私ども建設課の職員が現場に着いたのが８時

頃です。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ２日か３日って、３日ではっきり。（「２日か３日、どっちかです」と呼ぶ者多

し）これ、間違いなく３日ですよ。くどいようですけど、ちゃんと記録も取って、

３日にありましたとちゃんと記録をしてほしいなと思います。 

 記録があれば、何時にどこから通報があったのか。名前は言わなくてもいいんで

すけど、何時にどこから通報があったんですか、崩落の箇所について。 

○宮山 浩建設課長   

 すいません。記録は残しておりませんが、私のほうに連絡があったのは、守衛経

由で私のほうに受けております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 総務課長には。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 １０月３日でございます。午後９時頃、守衛のほうから、消防組合のほうからそ

のような崩落しているという連絡が入ったということで、私も当時、その時間、役

場いましたので、また建設課のほうに即つないだところでございました。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 今聞けば、８時と９時、やっぱり１時間違うわけです。総務課長のほうが正しい

としましょうね。間違いないと思います、９時。９時頃あって、現場を見に行った

のは、じゃあ、９時過ぎですよね、多分。建設課が見に行ったのは。 

 仮に、先ほど冠水の区間でのいろんな不測の事態とか考えられるというふうな話

をしましたけども、のり面が崩落したときに、物損事故とか人身事故、それ発生し

た場合はどこに責任があるんですか。 

○祷 清次郎副町長   

 今お尋ねのところは天城町道であり、天城町の管理道路でありますが、のり面の

所有者がどこかという点、また町道の管理不足であればもちろん道路管理者の責任
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が問われますし、町有地でなければその所有者ということになりますので、ケー

ス・バイ・ケースによって責任は問われるかと思います。 

 ただ、道路管理者としては日頃から点検を行って、危険箇所については備えをし

ておくのが必要かと感じます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 そうですよね。 

 もう一点聞きます。そののり面は町のものなのか、個人のものなのか、今、その

場所は。どっちなんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 完全に確認はしておりませんが、ダム建設に伴って通された道であります。どこ

まで用地を購入されているかというその資料、今手元にはないんですが、議員に質

問いただいて、先般、上のほうから全部歩いてみましたが、今一番大きく壊れてい

るところの一番上のほうに境界柱がありましたので、多分、今壊れている、１０ｍ

ぐらい上なんですが、あの辺までは道路の境界になっていると思うので、のり面は

町のものだと私は認識しております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 先ほど、副町長から答弁ありましたけど、そうであれば、ケース・バイ・ケース

でいろいろ訴訟が起きたときにどうなるかはっきり分かりませんけども、今、法律

上は、そうであれば、事故、もしあったとしたら、これ、町の責任になると思うん

ですよ、訴訟とかあった場合。だと私は認識していますけども。 

 ここだけじゃないです。皆さん、そういうのをやっぱり、道路に関してはいろん

な、町道は特にそういった箇所も確認する必要があると思います、今後のために。

この箇所は、その先、もう一ヶ所崩れていますよね。これ、２回目ですよね。恐ら

く、まだまだ可能性あると思います。今度、６年に測量設計しても、その間に起き

る可能性だってあるわけです。 

 最初にあえて言わなかったのは、１０月３日夕方５時過ぎ、明るいときに亀津に

向かいました。亀津から帰るときに、対向車のハイビームで目がくらんで、壊れた

土砂に車が衝突しているんです。その車は、もうほとんど大破。幸い人身事故には

至らなくて、車だけで済んだんです。でも、その車は、修理に出したら、買い換え

たほうが、修理費が同じぐらいになると。そういったことも起きているわけです。 

 これ、ぶつかって、砂地だからこれだけで済んでいるわけです。岩盤だったらど

うなるかと考えたときに、人身事故になるし、本当に運悪ければ土砂が崩れて埋ま

る可能性だってあるわけです。だから、今後はそういった箇所、今の箇所は特にち

ゃんと、町に責任がある場所なのかそうでないのか調査をする必要があると思うん
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ですけど、今後どういった対応、これを機に考えますか。 

○宮山 浩建設課長   

 今の事故の件は、私も初めて聞いて驚いておりますが。 

 のり面保護の工事をするまで、まだあと少し、壊れる余地があるのかなと考えて

おります。以前、崩落箇所の前に大型土のうを並べておったんですが、逆に大型土

のうでも、少しだけ車道に、設置しても出てしまうということで今は置いておりま

せん。 

 大型土のうを置いて、危険標示の杭なり、ポールなり、コーンなりを、工事をす

るまで置いておいたほうがいいのかなと少し今の話を聞いて思ったところです。 

 今ちょうど大分落ちて、落ち着いている状態に見えますので、建設課のほうとし

ては今それをしていないところですが、また課に帰って協議をさせてください。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 ここ、対応は早かったんですよ。通報あってから土砂撤去は、次の日の朝、５時

過ぎ、６時前ですかね、見に行ったときは全て撤去されていて普通に戻っていたと、

そういうことなんですけども。 

 その先にも１ヶ所崩れています。そうであれば、７年度に測量設計では遅いわけ

です。私が以前通ったときに、ここ、手前も危ないかなという感じは持っていまし

た。やはり、あったときに、あの時点ですぐ測量設計、これ緊急を要するわけです

から、予算、先ほども予算の話ばっかりするんですけども、緊急を要するときには、

やはりそういったところもできるような予算は天城町には間違いなく私はあると思

っていますので、そういうことをやるべきだというふうに思うんですけども、総務

課長、そういったときにそれができるのかできないのか、そこもちょっと含めて。

予算的なの含めて。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 緊急性があれば、常々、年度内の補正予算で対応できるものかと思っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 町長、どういうふうに考えますか。 

○森田 弘光町長   

 私たち町には、いわゆる予備費というのを持っています。今、議会のほうに相談

して、２００万持っているかなと思っております。その中で、いろんな課から緊急

的に必要だということで流用したりしてくる場合もあるんですけど。被害というか、

必要経費の規模によると思いますけども、緊急的にはまた予備費を充当するのも、

これが一番早いのかなと思っております。 
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 また、補正予算ってなるとまた議会を要請して、予算書もまた作成しないといけ

ませんので、緊急的には予備費が充当できるかなと思っています。その次には、早

急に議会を招集しまして、補正予算を提案するということになるかと思っておりま

す。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 予算的なものよりも、ぜひそういうところ、しっかり把握、とにかく把握するこ

と、その現場、道路、それ、ぜひお願いしたいと思います。 

 ３項目の土地規制についての１点目に行きます。 

 ６月議会、町長から答弁ありましたけども、担当会議はやられたらしくて、３町

申合せみたいな会議が持たれたということだったので、ここは安心しています。 

 それに関連して、前回、課長のほうからは、徳之島町、伊仙町には注視区域とい

うのあるか分からないという話で、その辺についても協議したい、調べるという答

弁もらったんですけども、徳之島町と伊仙町には注視区域というのはあるんでしょ

うか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 ６月議会の中で、伊仙町、徳之島町は注視区域があるかどうかという、ちょっと

私、確認していなかったということで答弁したかと思います。 

 議会後、すぐに国交省のホームページのほうを見まして、徳之島町、伊仙町、い

ずれも、場所は点在していますけど、注視区域はございました。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 この質問は、結局、防衛上とか、そういった関連からしていますけども、この

１点目はですね。 

 自衛隊の話に、少しこの話が続いていきますので。 

 １０月２３日から１１月１日に日米共同統合演習というのがありましたけども、

こういった訓練が行われるということは、何か大事なことがあるのかなというふう

に感じていたんです。そうしたときに、１１月の２５日、南日本の１面で、南西諸

島にアメリカ、米ミサイル拠点という、１面に大きく載っていますよね。 

 こういった流れがあるわけですけども、町長は自治体のトップとして、事前に日

米共同訓練がある、そういうときにこういった説明ももちろん受けていると思うん

ですけど、実際どうなんですか。そういうこと含めての訓練だよという説明は受け

ているとは思うんですけど、どうなんでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 今回の統合訓練ということについては、防衛省のほうから説明がございました。
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その中で、米軍の、その中に参加するということは、私のほうにはお話がありまし

た。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 新聞に書いてあるこういった詳細な説明は受けていなかったということでいいで

すか。 

○森田 弘光町長   

 統合訓練ということの中で、徳之島管内で行われますという説明は受けています

けども、私たちには、地元の町には詳細な説明というものはございません。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 恐らく、そうかもしれませんね。事前に説明すると、訓練がやりづらく、開催が

難しくなるとかいろいろ問題が出てくると思いますので、秘密じゃないですけど、

そういったふうにも考えられます。それはそういった方向で、今、国は動いている

と思います。 

 そうしたときに、前回の質問で私は、天城町独自ででも注視区域を持てるぐらい

の、条例ではないんですけど、そういったことも考えられないかというふうな質問

もしたつもりですけども、その後、こういった自衛隊の訓練とか受けて、天城町と

してどういったふうな見解というか、どういった考えを持っているんでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 基本的に、私どもは、自衛隊については誘致をしているということがまず基本に

ございます。これにつきましては、また議会の皆さん方の同意も得ているというふ

うに私は認識し、その中で誘致活動には動いております。 

 あと、その中で、注視区域ですとかそういったことについては、また個別の法律

の中で対応できるわけでありますけれども、特に前回のご質問の中でもありました

外国資本による土地の取得、そういったものについてはこれからもしっかりと情報

張ってやっていかないといけない。 

 もし可能であれば、町独自で、例えば私が一番懸念していますのは水源ですとか、

いわゆる私たちの水資源のところに外国資本が入ってこないかとか、そういったこ

とを私自身は心配しておりますので、そういったことに対して何らかの町独自の規

制がかけられないかということについては、今、企画財政課のほうに、何か先進的

なというか、日本の中で町とか市独自で条例を設けているところがないか、そうい

ったことをまずは調査をしてほしい。そして、また、その条例があれば、それを我

が町にどのような形で活用できるかというところまで調べてほしいということは、

今、要請をしておるところです。 

○１０番（柏木 辰二議員）   
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 その要請を受けて、企画財政課長は今どういった状況ですか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 水源地の地域のところを外国人と思われる、また海外資本と思われるところが土

地を取得しているというのが、これは平成２４年度頃から北海道のほうでかなり発

生していたようでございます。今現在、県レベルでは、令和６年７月１日時点では

ありますが、２０道府県が県の条例を制定しておるところでございます。 

 これ、中身をいいますと、土地取得を規制するものではございません。外国資本

が森林等の土地を取得している問題が契機となって、水源地域の土地取引の届出を

義務づける条例が、県レベルでは、先ほど申し上げましたとおり、２０道府県が条

例制定しております。 

 市町村レベルでいいますと、ちょっとまだ実際、数が合っているかどうか分かり

ませんが、調べた中では２市１村、３市町村が条例を制定しております。また、こ

れにつきましては、この地域の県におきましても条例は制定はされているところで

あります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 天城町にはそれはないわけですよね。今後、それはぜひ進めてほしいと思うんで

す、その条例……。 

 もう一回、ちょっと。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 今申し上げましたとおり、今、鹿児島県では条例がありません。それをまた市町

村のほうで率先してできるかというところも確認しながら、できるのであれば、進

めていきたいと思っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 分かりました。 

○森田 弘光町長   

 私が企画財政課にお願いしたのは、そういったことを調べて、もしできれば、

３月の当初の議会に条例提案できないかというところまでお願いしたところなんで

すけど、まだ県自体がそういったのができていない。じゃあ、そこについて私たち

が、県とか市町村の調整をこれからしないといけません。そういったことを含めな

がら、やっぱり自分たちの財産は自分たちで守っていくんだというところは先に示

しておいたほうがいいんではないかなというのが私の考え方です。 

 ちょっと今、タイムスケジュールとしてどうなるか分からないんですけども、私
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はできれば３月定例会の中に条例の提案をできないかなということで、企画財政課

がいろんな作業というか、整合性とかそういったものを今取っているというところ

であります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 分かりました。ぜひ、そういった考えであれば、進めていただきたいと思います。 

 これに関連もしてきますけども、２点目の町有地の払下げの件なんですけども。 

 今、町有財産と普通財産あるわけですけど、その管理は、決算書を見れば、各集

落まとめて面積書いてあったり、そういったのは載っていないんですけども、１回

目の答弁で、普通財産の中には把握できていないところは結構あると、そういった

答弁でしたけど、今後、その土地はどういった形でそれを把握してくのか、まずそ

こを聞きます。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 ５年度決算書にも、財産に関する調べという調書が掲載されております。その中

で、数字でいいますと、本町の行政財産としては１４７万６千ｍ２、１４７haです。

普通財産が８５万８千ｍ２、８５ha、合計で２３３haの公有財産、天城町が所有し

ている財産があるわけです。 

 その内訳としましては、普通財産８５haあるわけでございますが、本来でありま

すと天城町公有財産管理規則というものがございまして、その中で土地台帳、あと

建物台帳、こういったものを完備するようにということになっております。そうい

う中で、土地に関して、特に普通財産ですけれども、なかなか整備がされてこなか

ったと。今まで過去、何回かそういった整備をしていこうという動きはあったんで

すが、なかなか完結に至っていないという状況にございます。 

 そういう中で、払下げの事案が発生した際に、それぞれの土地の字図ですとかそ

ういったのを調べるわけですが、そうするとなかなか現状と地籍が合わないとか、

そういった問題が多々ございます。 

 そういうことございますので、今後、できるところから少しずつ、年次的に幾ら

かの測量調査経費、予算を確保して、土地、地番とか地籍、そういったものをしっ

かりと明確にしていきたいというふうに考えております。取りかかっても、四、五

年ぐらいはかかるものかというふうに今考えているところでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 まず、そこも進めてもらいたいところです。 

 その中で、はっきり言えば、先ほど自衛隊の話もありましたけども、前回の質問

でも言いましたが、結局それが今後、防衛省としてどの土地が使えるのか、そこま
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で含めてやってほしいんです。 

 次の払下げの件にも行きますけども、１１月１７日に全員協議会で、まず最初説

明があったわけですよね、９月の議会後だったと思うんですけども。 

 これ、課長、もう議員には全員協議会で説明していますので、全然問題ないです

よね。この質問、問題ないですよね。秘密じゃないですもんね。（「特定の」と呼

ぶ者多し）名前は言いません。 

 だから、結局、私言いたいのは、最初に聞くの忘れていました。払下げ委員会、

今の町有地の秋利神、あそこですね。そこは、払下げ委員会では、いつの時点でこ

れが上がってきているんでしょうかね、その委員会として。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 まず、特定の会社名とかは伏せておきますが、瀬滝の町有地払下げの案件につき

まして、まだ申請書が上がっていない段階ではございました。日付のほうが、今回、

６月２７日に第１回の町有地払下げ、貸付等審議委員会を開催しておりますが、そ

の時点ではまだ払下げ申請書は提出されておりませんでした。 

 しかしながら、半年以上前から、そういった話が我々のほうにも払下げに関する

方々から相談に来たりしておりましたので、今後、そのような瀬滝の町有地の払下

げ申請が出てくる予定ですということで、６月の２７日に初めて、その審議委員会

の中で審議委員の皆様に伝えたということでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 その後に、９月議会終わりまして、私たち議会に全員協議会として説明がありま

した。１０月１７日を経て、そのときの協議のいろいろ議員から意見がありまして、

その後、１１月２１日にまた全員協議会が持たれまして、そこでは払下げ申請が取

り下げられたと、そういう説明でありました。いろんな中身も、そのとき資料とし

て頂きました。 

 これ、私、払下げ委員会があって、順番は、本当は払下げ委員会に出て……。

（「もう一回いいですか」と呼ぶ者多し） 

○福 健吉郎総務課長   

 先ほどの説明不足がありました。 

 最初、２回開催しております。６月２７日が、申請前にこのような案件が出てく

る予定ですという、審査会の中で報告しました。その後、９月の３０日に２回目の

払下げ審議委員会を開催しております。このときにはもう既に払下げ申請書という

ことで提案、提出があって、委員会に議題として諮ったところでございました。そ

れを受けて、議会の全員協議会の中で、当初、１０月１７日、説明をさせていただ
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いたところでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 議会後に払下げ委員会がありました。ですよね。１０月１７日、全員協議会が持

たれて、そこでその説明ありましたでいいですよね、時系列は。 

 ９月３０日の町有地払下げ委員会では、委員会の結論というか、そこでの内容は

どうだったんですか。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。午後２時より再開します。 

休憩 午後 １時５１分 

─────────── 

再開 午後 ２時００分 

○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 福総務課長。 

○福 健吉郎総務課長   

 先ほどの質問でございます。 

 ９月３０日の町有地払下げ、貸付等審議委員会の中では、申請の中身の概要につ

いては説明いたしました。 

 ただ、しかし、その申請地が県道を挟んだところにも１筆としての地目でござい

まして、申請者が払下げをしてほしいという区域を特定するにはまず分筆を行う必

要があるということと、また分筆を行うためにはその部分の測量を入れなきゃいけ

ないということも説明いたしました。その測量経費については、約１ha以上ありま

すので、約３００万ぐらいかかるという見積りの額も提示したところでございます。

そういうことで、その時点では、まだ面積、地籍も確定していない中で許可するか

しないかという判断はできなかったということでございます。 

 ですので、審議会の中では、議題として提案したんですが、継続審議するという

ことで、保留という形を取っております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 その後に、私たち議会には全員協議会の中で資料説明ありましたよね。いろんな

意見が出て、この案件は、差戻しじゃないですけども、そういった形で終わりまし

た。１７日に全員協議会あって、１１月２１日の全員協議会の説明では、１０月

１８日にその土地の申請が取り下げられたと、そういう説明でありました。 

 私がまず思うこと、言いたいことは、全員協議会でわざわざ私たち議会に説明す

る意味が分からない。払下げ、そこでもんで、順序はどっちでもいいんですけども、
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議会に、簡単に言えば払下げありきで話が進んでいるしか見えないんですね、その

流れから見て。これって、一番大事な町有地。先ほど、町長からもありました、町

有地をしっかりしなきゃいけない、そういう答弁もありました。大事な案件ですよ

ね。その案件を総務課長一個人で議会に説明したわけではないと私は思います。こ

れは間違いなく町長に相談をして、こういう説明会をしますというふうにしたと思

うんですけど、実際どうなんですか。 

○森田 弘光町長   

 お答えいたします。 

 まず１点は、この件だけに限らず、これまで議会の中で、議会への説明をしない

でどんどん進めてしまうというような、いろんな議論があったかというふうに思っ

ております。そのために、議会に丁寧な説明をしていくということは、また、これ

まで心がけていたんですけど、それでも少ないと言われて、私たちはしっかり議会

に提案していこう、説明していきたいということ。 

 そして、また、議会の議決を経ないといけない土地の取引があるわけですよね、

面積は５千ｍ２以上、それから金額が７００万。この２つを兼ね備えたときには議

会の議決を経ないといけないということですので、この案件については当然、いろ

んな形であっても、払下げ委員会とかが、課としても最終的には議会の議決を経な

いとこの案件は進まないということでありますので、そういったことで総務課が、

議会運営委員会があるので説明しますということでしたので、それはいいことじゃ

ないですかということで私はお話をしております。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 それは分かりました。 

 そもそも、町有地払下げの要綱、まず手元にあれば。あります。じゃあ、そこの

部分、第３条、総務課長、ちょっと読んでいただけますか。 

○福 健吉郎総務課長   

 払下げの要綱でございます。 

 要綱の第３条、申請人の資格、対象地の払下げを受けることができる者は、原則

として天城町内に居住をする成人している者とする。ただし、次の各号のいずれか

に該当する者は払下げを受けることができないということでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 そもそもただし書は、確実にそういう人たちはできないと思います。原則として

天城町内に居住するというふうになっているんですけど、その原則はどういった、

総務課長の中では原則という言葉を理解しています。ちょっと私はこの条例自体か

ら、もうそこの時点で、この申請は却下されるような案件だと思うんですけど、ど
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うなんですか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 私どもも、３条の、今、申請人の資格というところで、天城町内に居住する成人

している者とするというところ、非常に悩んだところでございました。 

 そういう中で、一応、過去の払下げ事例等も参考に見てきたわけでございますが、

その中で申請の対象が町外というのもございましたので、今回申請書を受理したと

いうところでございます。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 土地規制に関する１点目も２点目も、私が言いたいのは、徳之島は世界自然遺産

登録になりました。当初の世界自然遺産登録に登録されたときの天城町の考えとし

ては、古くからあるもの、そこの集落にあるもの、農家民泊だったり民宿だったり、

そういうところで客を受け入れて、そういったものを見てもらうというふうな話だ

ったと思います。 

 今回のこの件は、私はそれが悪いとは言っていません。でも、リゾートのほうに

走るのか、また、私たち議会も防衛省に要請に行きましたね、自衛隊誘致を。私も

自衛隊誘致はもちろん大事だと思います、国防のために。だから、天城町はどこの

方向に向かっているか、それが言いたいわけです。ですから、土地に関しては、町

有地はなおさらしっかりとして管理、守るべきところは守る。 

 もう一つ聞くの忘れたんですけど、そこの土地の件です。例えば防衛省に、この

土地は防衛省として使うことがありますかと聞いたんですか。ぜひ聞いてほしいん

です。そういったこともやっぱり天城町、個人的にはできないんで、本当はそうい

ったことも含めて土地というのはしっかり守るべきだし、国防のために、そういっ

た用地が町有地であればなおさら──個人の土地は私、何も言いません──しっか

りとした条例とか要綱にのっとった形でちゃんとやるべきことはやる、それが大事

だと思うんですけど、最後に町長の見解だけお聞きして。 

○森田 弘光町長   

 私どもは、自衛隊誘致ということを進めております。そこについては、また特定

の土地をこちらだということについては、まず最初、今の総理大臣が自民党の幹事

長の時代に、自民党、石破、当時の幹事長が来島されまして、そのときに、当時の

町長、出席できませんでしたので、私、副町長が石破幹事長に、まずは自衛隊誘致

ということについてお話しした経緯がございます。そのときに、私たち地元が示し

た土地が、今の三京の公共育成牧場用地ということで示しましたが、その後はその

ような動きは特になくなってしまっておりますが、私たちは自衛隊誘致については
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お願いしたいということであります。 

 そのために、今、自衛隊のほうから分かりましたという返事がもらえないという

ところが一番悩ましいところでありますけども、その中で、自衛隊のほうからこち

らの土地が必要だというところまでは、まだ自衛隊の側からのご提案はないのが現

状であります。 

 そういう中で、今回の町有地の払下げについては、今の徳之島、天城町の現状な

んですけども、圧倒的に宿泊施設が少ないということなどがありまして、これから

宿泊施設を地元資本でできるのか、外の資本でできるかというところもまた選択の

一つがあるかと思っておるんですが、その中でお話を伺っているのは、いわゆる富

裕層の方々の宿泊施設であるということまでは聞いています。 

 やはり世界自然遺産の島と、このような宿泊施設を造るということについては、

相反しない中での今の考え方ではないかというふうに私は理解をしているところで

あります。ただ、その中で、その土地については、しっかりと慎重に進めていかな

いといけないというのが私の今の考え方であります。 

○１０番（柏木 辰二議員）   

 分かりました。ぜひ、いろんなことをしっかり見据えて、そういった行政運営に

取り組んでいってもらいたいと思います。 

 これで、私の一般質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、柏木辰二議員の一般質問を終わります。 

 次に、議席番号９番、久田高志議員の一般質問を許します。 

○９番（久田 高志議員）   

 こんにちは。早速ですが、先般の通告に従い、一般質問を行います。 

 まず１項目め、福祉行政について。 

 交通弱者への支援策についてどのような検討がなされているか。 

 ２項目め、農政について。 

 畜産振興策及び支援策についてどのように考えているか。 

 ３項目め、建設行政について。 

 空港バイパス線設計から発注までの経緯についてどのようになっているか。また、

予算積算の経緯はどのようになっているか。 

 ４項目め、行政運営について。 

 まず１点目、物価上昇による生活困窮者への支援は検討できないか。 

 ２点目、各集落防犯灯の更新（ＬＥＤ化）状況と今後の計画はどのようになって

いるか。 
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 ３点目、未竣工（虚偽報告）による補助金返納や加算金支払いによる住民訴訟の

経過はどのようになっているか。 

 以上、４項目、７点について質問を行います。執行部の分かりやすく責任のある

答弁を求め、１回目の質問を終わります。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。森田町長。 

○森田 弘光町長   

 それでは、久田議員のご質問にお答えいたします。 

 １項目め、福祉行政について、その１、交通弱者への支援策についてどのような

検討がなされているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 交通弱者への支援策ということにつきましては、現在、徳之島３町の課題として、

徳之島３町によります徳之島地域公共交通計画を策定中でございます。徳之島地域

公共交通計画の中で、交通弱者に対する移動手段の確保などについて盛り込む予定

としております。 

 また、私たち天城町におきましては、令和６年１１月には、企画財政課、けんこ

う増進課など関係部局による打合せを実施し、課題について整理を行っているとこ

ろでございます。 

 また、９月定例会でもご報告いたしましたが、移動手段を生活に取り入れる支援

として、けんこう増進課のゆいゆいサロン、企画財政課のデマンドバス、長寿子育

て課の敬老バス無料乗車証の周知及び利用促進を目的に、「バスに乗ってＡコープ

に行こう！」を実施したところでございます。 

 また、高齢者地域支え合いグループポイント事業等におきましては、ボランティ

アによる買物等の生活支援も行っているところでございます。 

 さらに、本年１０月より、高齢者に必要な生活支援を把握するために、要支援１、

２認定者、またボランティアグループの支援を受けている方々等を対象に生活支援

のニーズ調査、内容といたしましては、移動手段、買物、食事、ごみ捨て、掃除、

洗濯などを含む生活支援のニーズ調査を実施しているところでございます。 

 今後も関係部局との連携を図りながら、交通弱者への支援につきましては取り組

んでまいりたいと考えております。 

 ２項目め、農政について、その１、畜産振興策及び支援策についてどのように考

えているかということでございます。 

 お答えいたします。 

 資材高騰と競り価格の低迷により、畜産は大変な苦境に立たされているところで
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あります。 

 抜本的な解決とはなりませんが、本議会において、天城町畜産経営安定対策事業

の提案をさせていただいているところでございます。畜産農家の皆さんの前向きな

経営への一助になればと考えております。 

 牛肉の消費低迷が低価格の要因となっておりますので、一朝一夕にはいきません

が、国や県、また関係機関と連携を取りながら、今後も畜産支援については取り組

んでまいりたいと考えております。 

 ３項目め、建設行政について、その１、空港バイパス線設計から発注までの経過

についてどのようになっているか。また、予算積算の経緯はどのようになっている

かということでございます。 

 お答えいたします。 

 令和５年度に空港バイパス線の設計と用地購入を行いました。 

 工事につきましては、令和５年度の繰越事業として令和６年度に発注しており、

現在工事中であります。 

 予算の積算につきましては、令和５年度当初予算では、設計業務発注する前でご

ざいましたので、概算工事での当初予算への積算でありました。また、鹿児島県や

公安委員会との協議の結果、その条件を満たすということが必要になり、工事費が

増額した経緯がございます。 

 ４項目め、行政運営について、その１、物価上昇による生活困窮者への支援は検

討できないかということでございます。 

 お答えいたします。 

 物価上昇による生活困窮者への支援につきましては、これまでも令和４年度の住

民税非課税世帯に５万円、令和５年度の住民税非課税世帯に３万円と７万円の２回、

住民税均等割のみ課税世帯に１０万円、また令和６年度には、新たに住民税非課税

及び均等割のみ課税となった世帯に１０万円の給付をしてきたところでございます。

また、１１月２２日に閣議決定されました国民の安心・安全と持続的な成長に向け

た総合経済対策におきまして、低所得者世帯への支援が明記されました。 

 国の補正予算案に住民税非課税世帯への３万円給付及びその世帯において扶養さ

れる子供１人当たり２万円の加算が計上されております。 

 国の補正予算の動向などを注視しながら、町としましても適切に支援できればと

考えております。 

 ４項目めの行政運営について、その２、各集落防犯灯の更新（ＬＥＤ化）状況と

今後の計画はどのようになっているかということでございます。 

 お答えいたします。 
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 各集落管理の防犯灯につきましては、各集落区長からの申請によりＬＥＤ化を進

めております。 

 各集落の防犯灯の設置状況調査では、まだ１集落では未集計でございますが、

１３集落の防犯灯設置数は９１９基ございまして、うちＬＥＤへの更新済みが

５２５基、ＬＥＤ化率は５７．１％となっております。現在、１００％ＬＥＤへ更

新がなされた集落は２集落で、半数以上の集落がまだ５０％を超える、そのような

更新状況となっております。しかしながら、いまだ更新率が４．５％の集落もござ

います。 

 現在使用されている一般照明用蛍光ランプは、３年後の２０２７年末には製造中

止となると伺っております。ＬＥＤ化率の低い集落は加速した更新が求められます。 

 引き続き、設置状況の把握とそのＬＥＤ化を推進してまいりたいと考えておりま

す。 

 ４項目めの行政運営について、その３、未竣工（虚偽報告）による補助金返納や

加算金支払いによる住民訴訟の経過はどのようになっているかということでござい

ます。 

 お答えいたします。 

 天城町防災センター未竣功工事に関する住民訴訟は、９月定例会以降、去る

１２月４日に第１７回公判が鹿児島地裁で行われました。 

 次回、第１８回公判は１２月１２日に予定をされております。 

 この件につきましては、これまでも申し上げておりますとおり、真摯に対応して

いくという考えでございます。 

 以上、久田議員のご質問にお答えいたしました。 

○９番（久田 高志議員）   

 それでは、１回目の答弁いただき、順次質問を続けてまいりたいと思います。 

 まず１項目め、交通弱者への支援。 

 １回目の答弁でいただきました、３町の課題として３町の公共交通計画の策定中

であるということでございました。この中に交通弱者対策を盛り込みたいという

１回目の答弁でございましたけれども、この公共交通計画というものは、いつ頃策

定が終了する予定なんでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 今年度中には策定されるということでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 今年度中ということは、３月末までにすると、来年４月以降は何らかのこういっ
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た対策が盛り込まれて動き始めるという認識でよろしいんでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 幾らかの施策が盛り込まれると思います。すぐできるものもあれば、また少しい

ろんな調査をしながらできるものがあろうかと思っております。その状況を見なが

ら、できるものから進めてまいりたいと思います。 

○９番（久田 高志議員）   

 この質問も何回か繰り返していますけれども、まず交通弱者と言われる方々の世

帯の把握ですよね、どの程度。ざっと私の集落で計算しても、７軒ぐらいの世帯が、

恐らく移動手段を持っていない方々がいらっしゃるように思えております。そうい

ったことなんですけれども、何かしらの調査がなされて、ある程度数字が把握でき

ているのかどうかというところを確認してみたいんですが、いかがでしょうか。 

○廣田 泰望長寿子育て課長   

 お答えいたします。 

 一般高齢者の中で、すいません、うちの課が見ているところなんですけど、

６５歳以上に絞らせていただきたいと思っているところなんですが、その中で、

９月の議会で久田議員のほうから数の把握に努めてくださいということがありまし

た。そういったものを受けて、少しうちで持っている資料の中からちょっと絞り出

しの計算というのを行った経緯があります。 

 まず、天城町の高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画策定に関する日常生

活圏域ニーズ調査という冊子のほうがあります。この中で、一般高齢者を対象とし

た質問内容の中に、住まいや周囲の環境のことで困っていることに対し、買物や通

院に不便があると、ちょっと趣旨は少し大まかにはなってしまうんですけども、交

通に少し不便を感じるという方の回答が載っていました。この割合が、有効回答数

４３２に対して８．３％という示しのほうがありました。これが、有効回答率に掛

けると３５名ということになります。 

 身体障害者・療育手帳、精神福祉手帳、要支援・要介護の認定を除いたものを一

般高齢者と仮定した場合に、これを天城町の令和２年度国勢調査で今示されている

高齢者数２千４７人に掛けて計算をいたしたところ、対象は、おおよそなんですが、

１１７という数字が出てきております。鹿児島県が令和４年度に県の平均的な

６５歳以上の方の免許保有率が８割というお示しがありましたので、逆を取って

２０％、地域性を踏まえて、高齢化の割合が多いことを踏まえて、免許を持ってい

ない方３５％という予測の下、計算したときに、実際に交通に不便を感じていると

いう方は恐らく５０名前後だという数字を計算上は出しております。 
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 また、うちの課においてなんですけど、逆に手帳持っている方、ちょっと体に不

都合等持たれている方でどれぐらいの交通に対する不便を持っている方、感じてい

る方がいるかという計算もしてみました。身障手帳においては運転等に関して少し

不便を感じるであろうという、あくまで予測のところなんですけども、肢体不自由

のうち、下肢の不自由、上肢の不自由、体幹の不自由、視覚の不自由、聴覚不自由

を６５歳以上でまとめたときに、合計は１２０名となります。あと、療育手帳と精

神福祉手帳、ここはちょっと心が安定しない部分、運転にはちょっと不安が残るの

かなということで６５歳以上で３名を足し上げて、１２３名という数字のほうを出

しております。 

 総体的にここに関して恐らく、私、高齢者で長寿子育てが管轄する部分の中で対

象となり得る方というのは、２００名を切るぐらいの数かなという予測をしている

ところでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 ありがとうございます。おっしゃるとおりに、データでいくとそういった数字に

なろうかと思います。昨日、質問もございました心身、療育、精神等、いろいろな

方々もいらっしゃいます。そして、その中に、６５歳という年齢を区切るんですけ

れども、６５歳に満たない方々でも、要は重度の病気に罹患されている方で、通院

するのも大変だという方々もぽつりぽつり出てきているように感じております。 

 ９月のときにも質問をしていますけれども、やはりこういった方々に何とか支援

ができないかと。単純に、前回９月の質問でいうと２週間に１遍ぐらい、平土野を

中心にして、与名間、西阿木名辺りまでの距離とすると、大体千円そこらでタク

シー移動が可能であるよねと。片道はデマンドバスを利用するにしても、帰り、買

物やら病院等でずっと待つよりかは、どうにかできないのかなと。そして、それに

対して、また地区ごとである程度そういった方々が把握されていれば、買物一緒に

行こうかとか、そういったことで、２回のやつを２人で行けば週１回ぐらいずつ買

物行けるねとか、そういったグループもつくっていけるんじゃないのかなという思

いでございます。実際に概算でぱっと計算して、松上で６、７名ぐらいかなとざっ

と把握しているので、それを平たく１４集落で計算すると、人口的な大きい少ない

あってもまあ、２００名いるかどうかなという思いもございます。 

 そういった中で、この数字が大体見えてくると、予算もおのずと出てくるわけで

す。単純に１世帯週２回２千円掛ける１２で２万４千円ですかね、マックス

２００名いても、５００万にいかないわけです。 

 後でも触れますけれども、以前、保育所を無償化しているときに、３千万ぐらい

過疎債で活用していたことがあるんです。国からの保育所無料化が決定して、その
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３千万がハードに行こうとして、１回議会で否決をされていることも町長は記憶に

あろうかと思います。やはりソフトはソフトで使っていただけないですかというこ

となんです。こういったものに、５００万に過疎債を充当すると、実質１５０万ぐ

らいで、交通弱者と言われる方々、町長もおっしゃっています暮らし満足度です。

そういった対策をしてあげることによって、少しでも暮らし満足度って上がるよう

な気がするんですが、いかがお考えでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 買物に困っていらっしゃる方、交通弱者の方、この問題は本当に多くの自治体が

抱えている課題であると感じております。この議会でも再三議論がなされておりま

すが、議員からご提言がありましたそういったことも踏まえながら、しっかりとま

たライドシェアの議論もしてきました。そういったことも含めて議論を進めていき

たいと考えております。 

○森田 弘光町長   

 決定的なお答えにはならないかと思っております。また、久田議員から、これま

でも、森田町長、子供支援は完璧だけど、ご高齢の方、またこのような弱者に対し

ては少し冷たいんじゃないかなんていう指摘も受けたりしながらであります。 

 今、新しい動きとして、私がお答えしたのと、またうおっちょがですね、当部で

すとか南部地域に出前で移動販売などもして、結構これも今、好評を博しているよ

うであります。こういったものも一つの交通弱者への側面的な支援になるのかなと

思っております。 

 また、今、保育所の無償化ということを、多分全国に先駆けて無償化しました。

その財源については、過疎債を使うということで結構新聞等も取り上げられた経緯

があります。そういう中で、交通弱者への支援というものについては、第１回目の

答弁でお答えしましたように、健康増進課、企画財政課、長寿子育て課を含めて、

今まさしくいろんな、どういう課題があるかということを整理しながらやっている

ところでもあります。 

 今、久田議員のご提言のいわゆる集団タクシー的な、そういったものについても、

今まさしくこの１１月から打合せをしている、企画財政課、健康増進課などが行っ

ていますので、その中で課題整理をして、また何らかの形でお示しできればと思っ

ております。これについては、また貴重なご提言だというふうには今考えておりま

す。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、各課網羅して、タクシーチケットといったところで、実際にそれだけのタ

クシーが町内にいるかと言えば、またそこも課題になってくるんじゃないかなと思
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います。先ほど副町長もございました、ライドシェアも問題もあります。例えば、

各地域でボランティア活動をされる方々にそういったチケットを商品券か何かに変

えて使ったりすることができたりしないのかなとか、何かいろんな角度から見方が

あると思うんです。どうか急いでほしいと思います。本当に困っておられます。 

 そして、やはりご近所さん声をかけても、だんだん師走に入り、農繁期に入って

くると、お手伝いしてあげたくてもできないというお話もよく聞いています。本当

にどうされているのか、気になるところもいっぱいございますので、ぜひそういっ

たことで悲しい事件が起きないように、皆さんでしっかりと助けていける天城町で

あってほしいと要請をして、次の質問に。 

 すいません。今回、どうもお金を出してほしい、出してほしいという質問がかな

り増えていますけれども。 

 １件目の答弁でございました畜産振興策、これは率直に、畜産農家喜ぶんじゃな

いかなと思います。やはり町長、競り市場に顔出してくださいということで、競り

市場に顔を出していただいたこともあろうかと思います。率直に競り市場に行かれ

たときの感想、どのように受け取ったか、お尋ねしてみたいと思います。 

○森田 弘光町長   

 まず私が、おととい、昨日、競りがありました。また、これまでも競りがあるわ

けですけども、常に一番心配しているのが、懸念しているのが、今回の競り価格は

どうであろうかというところに心配しております。 

 また、競り市場に行きますと、その中に本当に大変だけど我慢して頑張ろうとい

うような若い人たちがいるということに対しては、私は非常に心強く思って、大変

だという状況のほうは分かっていながら、若い人たちが競り市場で頑張っていると

ころを見ると、ああ、彼らに頑張ってほしいなというのが私の率直な感想でありま

す。そして、彼らにやっぱり厳しいときに何らかの支援をしてあげると、しっかり

とまた町に返ってくることもあるだろうというのが私の今の思いであります。それ

で今回、先ほど１回目で答弁させていただいた畜産経営安定対策事業というものを、

また今回、議会のほうに提案させていただきたいということであります。 

○９番（久田 高志議員）   

 そういった思いがあることに畜産農家の皆さんは感謝をしていると思います。 

 そういった中で、今回、私は予算書を見ていますので大方内容は推測はできてお

ります。頭数が多分かなりの勢いで減っていますよということで、恐らく自家保留

の奨励資金とかそういったものが残ってくるんじゃないのかなというのが予測をし

ておりました。 

 そういった中で、２千７００万ですかね、補正。（「３千５００」と呼ぶ者多
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し）３千５００。そこはトータルですよね。実質、自家保留奨励金のほうが減額に

なって、堆肥舎の分も減額になって、実質２千７００ぐらい、トータルで３千

５００万ぐらいの補正予算が計上されております。これ、議会通ることを前提とし

て、どういった計画なのか。ざっと計算したら予想はつきますけれども、周知の意

味で、お願いしたいと思います。 

○碇本 順一農政課長   

 お答えいたします。 

 今回、補正のほうで提案させていただいている天城町畜産経営対策事業の補助金

の仕組みなんですが、４月１日まで遡りまして、競り牛、自家保留分含みます。

１頭当たり１万円の補助金を交付するというところで今要綱もほうもつくって、議

会でご承認いただければ、まず上半期の分については速攻動いて、農家の皆さんに

交付できるように準備を進めたいと思っているところです。 

○９番（久田 高志議員）   

 本当にありがたいことだと思っております。もう本当にどうやって年を越すか、

非常に危惧されている農家さんもかなりいらっしゃいました。もうどっかで辞める

しかないかなとか、実際、飼料代とかそういうのがずっとたまっていて、牛を売却

しながらそこに補っていっているような中、もう悪循環が始まっていましたので、

少しでも足しになれば、また気持ちの持ちようで耐えていただけるのじゃないかな

という思いもございます。すばらしい英断だと思います。支援策については、非常

にありがたいお答えだと思っております。 

 そして、前、９月議会でも申し上げました振興策。支援もですけど、振興ですね、

今度。９月でも申し上げました公共、旧チャレンジ牧場の件なんですが、これは去

る、議会と語る会の中でもご意見が出てまいりました。同じような意見でした。い

ろんな行き違いがあったのか、開墾されている方が撤退をして、町が牧場をそのま

ま戻していただいたと。それから７年間、荒れ放題だよねと。何かしら活用する目

的はあったんじゃないのかと、そういうことでございました。 

 もし、活用する今予定がなければ、これも一つの提案でございます。９月議会で

も申し上げました。町が作業委託をして、まず開墾していただく。そして、そこに

肥料代、種代を出して植付けをしていただく。そして、収穫をしていただく。そし

て、最終、販売です。そこまですると、経費部分だけで行政が動くとある程度済む

んじゃないのかなと、事務的経費に関しては。経費として乗せる部分の中に、国に

支払いしている借地代もあると思うんです。そういったものも加味して、その辺を

事務経費だと思って作業委託をして、粗飼料の施策をしていただけないかと。 

 前、９月も申し上げました、これからどんどん粗飼料が減ってくる時期になりま
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す。そうすると、町外の事業者のところに購入に行かれたりして、去年は、９月も

申し上げましたけれども、途中で徳之島町のＴＭＲセンターの粗飼料も完売をして

しまって、最終的に値段の高い輸入粗飼料を購入して食べさせざるを得なかったと

いう方々がかなり出てきております。 

 あれ、たしか町長が農政課長当時に測量も入れてあると思うんですが、三十何町

歩ぐらいあるんじゃないですかね、トータルで。そこである程度の価格で粗飼料が

供給できれば、例えば畜産農家も、今、自分の圃場に何かほかの換金作物を少しで

も作って、お金を回していくような術を考えられるんじゃないのかなという思いも

ございます。今後、そういったことを検討していただけないかという思いなんです

が、いかがでしょうか。 

○碇本 順一農政課長   

 ご提言ありがとうございます。公共育成牧場跡地につきましては、私も着任して

から気になっているところで、気にはなっていても、奥まで行けないという、あの

状況です。 

 内心では、あそこをどうにか利活用したいというところで、先ほどちらっと出ま

したけど自衛隊誘致にしろ、来月返してくれって話にはなりませんので、果樹であ

ったりキビであったり、それでなければ、もう即、手をつけて、何かの活用にでき

ないかなと。その中に、今おっしゃっている自給飼料のところも考えております。 

 国におきましても、自給飼料を重点項目として挙げております。そこに、もしか

するとフィットする補助事業等もあるかもしれません。そこら辺を見ながら、やり

方、まず今、確定しているのは、あそこを又貸しすることはできないので、あくま

でも町とどっかの団体が委託事業を行うかあるいは町が直轄事業で行うか、この

２択になろうかとは思っているんですが。 

 いずれにせよ、あの土地、有効活用して、その先に畜産農家の皆さんの経費の軽

減あるいは子牛の品質向上、そこら辺にしっかり結びつけることができたら非常に

いい話だと思っております。しっかり計画を立案して、進めていきたいと考えてい

るところです。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、町直轄でしていただいたほうが、僕の表現が悪いかどうか分からないです

けど、いろんな組織とかいろんな団体、いろんな個人でするともうやっかみが出て、

結局、適正価格でしても、もうけているんじゃないかとか、そういった判断がされ

ますので。 

 直轄でしたら、必要経費を支払って、かかった分を割り算すれば、販売する価格

が分かりますよね。その中に国へ支払いをしている借地料金も乗っけてしまえば、
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今まで町が無駄にずっとお金を。あれ、高いときには１００万超えていましたもん

ね。今、安くなって二、三十万とかじゃないですかね。毎年毎年、何の活用もせず

にずっと捨てているわけですから。そういったところも加味しながら、これはもち

ろん農政課長もそうなんですが、町長、元農政課長として、あそこを測量もされた

はずです。有効活用できるように、町長からも、要は赤字にならない、プラマイゼ

ロでできるのは行政しかないと思っていますので、ぜひその辺の思いをお尋ねした

いのですが、いかがでしょうか。 

○森田 弘光町長   

 公共育成牧場の活用につきましては、前回、今、久田議員からお話のように、個

人利用ではないかという議論などもあって、そのままになってきてしまっていると

ころであります。 

 今、あの時代とまた変わりまして、今回のいわゆるウクライナ侵攻をはじめとす

る、そういった中での資材高騰であります。草飼料も非常に高騰しておりますので、

できるだけ自給飼料を作っていこうというのが、今、呼びかけをしているところで

すけども、言うは易し行うは難しでなかなか進まないところであります。あそこに

は、また広大な土地もあります。ただ、ちょっと植えても作物ができないという、

いわゆる非常に重粘土質の土地もあるようでありますけども、そこをしっかりと活

用していくということ、そしてまた、今の自給飼料を少しでも上げていくんだとい

う考え方の中では非常にマッチしているかなと思っております。 

 町が直轄でやるということの中で、どのようなまた課題があるか、そういったこ

とも検討しながら、できる限り前向きに考えていければと思っております。ありが

とうございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 大いに期待をしたいと思います。ちなみに、昨今、酸性土壌でも普通に入ってく

るような粗飼料もございますので、いろいろと活用して、情報取って、ぜひ前に進

めていただければありがたいかなと思います。 

 それでは、次です。３項目め、建設行政について、空港バイパス線の設計から発

注までの経緯、また予算の積算、これは当初予算３千万でスタートして、それが

５千万を超え、７千万を超えるという、通常理解できないような補正の組み方がさ

れてきました。 

 ちなみに、この財源は何を活用されるんでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 今、令和５年の当初、令和５年の３月補正、また令和６年の５月補正をしていた
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だきました。 

 財源、今、私のほうで分かっている分では、起債のほうが７千１００万、一般財

源が１千２１万５千円という内訳になっております。 

○９番（久田 高志議員）   

 起債の内訳は。 

○宮山 浩建設課長   

 失礼しました。辺地債でございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 全額、辺地。起債の内訳です。過疎、辺地、いろいろあると思いますが。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 辺地債となっております。 

○９番（久田 高志議員）   

 辺地債といいますと、何だかんだ言って、全額借金ということでよろしいでしょ

うか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 起債額の１００％充当に対しまして、８０の交付税措置が取られるようになって

おります。 

○９番（久田 高志議員）   

 その辺はもちろん理解しているんです。基本的には全額借金だという認識でよろ

しいですよね。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 そのようになります。 

○９番（久田 高志議員）   

 もちろん分かっていてお尋ねしますけれども、この辺地債、もちろん過疎債も含

めてですが、どの辺までお借りできるようなものなんでしょうか。大体、総体の枠

があると思うんですが、その中で年次的にずっと回していくぐらいの枠の金額があ

ろうかと思います。天城町で、大体過去数年間ぐらいで平均して活用できる起債額

はどのぐらいの枠があるんでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 申し訳ございません。枠というのは、ちょっと今、私、手元にございませんが、

今年度の辺地債の全体の額といたしましては９千１２０万ということでございます。 
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○９番（久田 高志議員）   

 そうなんですよね。湯水のごとく使えるようなお金じゃないわけです。確かに有

利起債です。辺地で２割、過疎で３割です、負担するのが。でも、実際、前も質問

しましたが、このうちの、発注はもう一工区あるということですか。今、２つの工

区が発注されております。もう一工区あるということですか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 ６年の５号補正、９月議会のほうで議決をしていただきまして、空港バイパス線

歩道工事として１０月の末に入札を行っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 ちょっと内訳を確認してみたいんですが、最初の２工区３千万のところが、２工

区でトータル幾らぐらいまで上がったんですか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 最初、１工区、２工区合わせて１００ｍ、契約金額が４千８４０万円。契約金額

を、当初契約の分で４千８４０万円です。 

○９番（久田 高志議員）   

 残りの３千万近くが３つ目の工区ということでよろしいでしょうか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えします。 

 ２工区のほうで、空港のループと丁字路でぶつかるところの水路の改修であった

り、また駐車場の出入口の変更、出口を閉めて、新たに出口を造る等の工事があり

ましたので、２工区のほうに６００万円ほど、変更で契約をいたしました。 

 今年度、２千万円の補正をいただいた舗装工事につきましては、今、発注ベース

では１千５３０万円ほどになっておりますが、歩道をいざ施工していく段階でまた

県のほうといろいろ、協議は終わっているんですが、植栽の移動であったり、こう

いう標識をつけてくれとか、そういうのいろいろ出てくることを見越して１千

５３０万円で発注して、残り４百数万円は、今、執行残ということで残っておりま

す。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 しばらく休憩します。３時１０分より再開します。 

休憩 午後 ３時００分 

─────────── 

再開 午後 ３時１０分 
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○議長（上岡 義茂議員）   

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 久田議員。 

○９番（久田 高志議員）   

 途中で途切れてしまいましたけれども、まず、全部で３工区のうち１工区、２工

区で、２工区で６００万の追加があると。そもそも１工区、２工区は設計が入って

いたんじゃないですか。 

○宮山 浩建設課長   

 お答えいたします。 

 その路線を全線含めて設計のほうは委託をしておりまして、令和５年の８月の

２２日に検査を完了しております。 

○９番（久田 高志議員）   

 課長、通常、建築だといろいろな物品とかそういったもので価格変動があろうか

と思うんですが、６００万も増額、１割以上ですよね。そういったことってあるん

ですか、土木で。 

○宮山 浩建設課長   

 令和５年の当初３千万で、いろいろ県との協議している間に、歩道であるとか駐

車場の出入口の改変等があるということで、昨年２千５００万円を補正させていた

だきました。 

 ただ、実際設計が上がって、今言う１工区、２工区を設計した段階で既に補正し

た内容をさらに上回る、直線の道路だけで、かなり、先ほど話したように４千

８００万ほどかかることが分かりまして、令和５年の繰越予算、いわゆる５千

５００万円で変更できる工事、２工区の行った先の水路とか、そこにつなぐ枡とか、

暗渠ですとか、あと駐車場の出入口の付け替えとか、そういうのをいろいろやりま

した。駐車場の出入口の設計もまた絵を描いてもらったんですが、そこもこっちが

思うよりさらに、側溝等の深さがちょっと想定より深かった等あって、そこでもま

た少し予算が上がって、いわゆる５年度の繰越予算で工事変更できる分を２工区に

つけて６００万の変更契約をしたということです。 

 ですので、今いる２工区の方にその工事をさせたほうが非常にスムーズに行くと

いうことで、１工区じゃなくて、２工区の方にその分を変更でお願いしたという経

緯になります。 

○９番（久田 高志議員）   

 私としては非常に気になるところなんです。設計された企業と、今、下請されて

いる企業、同一企業グループですよね。違いますっけ。設計された事業者と、今、
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下請をされている事業者、同一企業グループじゃないですか。 

○宮山 浩建設課長   

 同じ企業グループでございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 そういうところが非常に気になるわけです。言われるがまま何か値段が上がって

いるような気がしてならない。ましてやトータル５千４００万、５千５００万ぐら

いになっているですよ、１工区、２工区で。１００ｍでですよ。 

 平和東線、比較しますと、今６００ｍ舗装残して完了していると思うんですが、

２年前の２工区で、恐らく４千万ぐらいだったんです。３００ｍですよ。そして、

今年度発注した３００ｍで５千万ぐらいなんです。６００ｍの道路を造るのに、

９千万で上がるわけです。１００ｍでこの金額はどういうことなのかなと、素人的

に考えると非常に気になるんですが。 

○宮山 浩建設課長   

 少し事前に久田議員もそういうお話をされていましたので、私のほうでも計算し

てみましたが、Ｒ５年の繰越し、今年の６月に発注した分でもうすぐ終わるんです

けども、１工区と２工区ありまして、２４０ｍで７千万ほどの予算がかかっており

ます。 

 平和東線は、１ｍ当たりの単価とすれば２８万円、実際、５年の繰越しの事業で

は１ｍ２８万円で終わっております。平和東線、突き当たりの水路の改修とかそう

いうのを除いた、先ほど一番最初に申し上げたメーター当たりの単位が４８万４千

円です。いわゆる平和東の１．５倍、バイパス線はかかっておりますけど、幅員が

大体１．５倍、平和東とバイパス線は違います。じゃあ、１．５倍でいいじゃない

かという話なんですが、いわゆる歩車道境界ブロックであったり、その他構造物が

あったりしますので、今、１．７倍にはなっておりますが、順当な単価じゃないか

なと私は思っております。 

 当初で３千万と出したことが、まずまず積算の大きな誤りがあったのかな。いわ

ゆる１０年、１５年前はメーター２８万とか、歩道つきでですね。そういう時代だ

ったんですが、今の時代でメーター３０万で歩道付きで概算で上げたことが、もし

かしたらそのときの間違いのスタートであったと私は思っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 平和東線と幅員でと言いますが、平和東線、張りコンとかですね、法面の、かな

り大規模に手をかけております。もちろん構造物、側溝も入っています。取付けも

いっぱいありました。そして、道路の傾斜の底のほうもいろいろと直しがあったと

思います。比較すると非常に高い道路だなと、率直に思っております。 
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 そういった中で、言わせていただければ、いろいろと重機を持ってきて置いたり

かかったりはしていたんですけど、ほぼほぼこの１工区、２工区のお金は下請とし

て下請業者のほうに、町外のほうに、天城町が借りたお金、借金がほぼほぼ流れて

いくわけです。 

 それがいい悪いじゃないですよ。お互いそういうことが成り立っていればいいん

です。我が町の事業者が、どっか町外で下請している姿を私は見たことがないんで

す。もし、人手が足りない、そういう問題であれば、発注するペースを少し抑制す

る、町内で消化できるように、それ全事課ですよ。やはりそういった情報も取りな

がら事業計画を立てていかないと、町は借金した、お金は町外に流れていきました、

通常じゃ、あり得ないことなんです。 

 今の３工区に関しても、県と協議をと言いましたけれども、そもそも事業に手を

かける前に県と協議をするべきなんです。途中まで行って、もうやりたい放題です

よ。県の言われるままですがね。駐車場の中に側溝も入れていませんでしたから、

１０ｍぐらい。 

 だから、深さがあるとかそういったのも最初で分かっていることだし、ああいっ

たところの。横断するところぐらいはもちろんこの事業で見ないといけないでしょ

うよ。それ以外は県がするべき仕事なんですよ、そもそもが。それすら事後協議に

なっていくから、言われるがままやらざるを得ない状況になったわけなんです。 

 ぜひ、そういった事業を進める中では、もうちょっと慎重に積算をし、協議をし、

そして、偶然なんでしょうけれども、設計する事業者、下請する事業者が同じ企業

じゃ私はおかしいと思っていますので、そういったところもしっかり改善するよう

に。 

 そして、下請についてはやはり町内の事業者を。建築とかですよ。特別な職種に

関しては、また。道路なんですよ。土木事業ぐらいできなくてどうするんですかと

本当に思います。ぜひ、その辺は今後しっかりと注意していただきたい。 

 そして、もう一点気になるんですけれども、令和元年でしたか、堤防解体撤去の

ときのすったもんだがありました。今、切った堤防を貼ったりつけたりなんかいろ

いろしていますけれども、あれ、そもそも所有、もう用途廃止とはいうんですけれ

ども、堤防のああいうものは全て町有地じゃないんでしょうか、下の地面は。あれ

は昔の海岸整備なんですか。どちらでやられたやつなんですか。与名間の堤防から

松原漁港から戸の木辺りまでの堤防は恐らく農地整備だったと思うんですが、空港

側はどういった扱いになっているんでしょうか。（「一緒」と呼ぶ者多し）一緒。

じゃあ、下の地面は町有地だということで間違いないわけですね。そんなぎりぎり

で建たないわけですので、ある程度の幅員は町有地としてあるわけですよね。そう
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いったところもしっかりと貸すなら貸す、ある程度のけじめをちゃんとつけるよう

に今後していただきたい。 

 そして、町長、いろいろと感謝しながらこういうことを申し伝えるのもちょっと

心苦しいんですけれども、災害はいつ来るか分からないということだけは、この当

時、５０年に一度というような、そのぐらいのペースでしか来ないんだという答弁

もされています。令和元年当時は。やはり災害がいつ来るか分からないです。しっ

かりそういったことも勘案しながら、事業発注。本当はもっと言いたいことありま

す。何かもう本当に、一言だけ言わせてもらえば、ある程度、何かしらの見返りな

のかなというのもございます。令和４年度に１千万の寄附金も頂いたりしています

ので、何かしらの意図があったのかなという思いもございますが、その辺は今後注

視していきたいと思っております。 

 その次、行政運営について、物価上昇による生活困窮者への支援。 

 １回目の答弁でいただいたのは、ほぼほぼ国の施策なんです。今年度、今、開会

中の国会で、先ほど答弁がございました１月から３月分の電気・ガス、そういった

物価高騰に対する３万円が今審議をされていると思います。こういったものを踏ま

えて、１８歳未満の子供がいる世帯はプラス２万円という国の予算が今審議されて

おります。 

 その中で、町長、先ほどの答弁で町として適切に支援をしたいというお言葉がご

ざいました。町として適切に支援というのは、どういった意味なんでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 給付金事業につきましては、議員がおっしゃられるように、国の補正予算による

ものであります。現在、まだ確定はしておりませんが、非課税世帯への３万円給付、

あと子育て世帯に対しては子供１人当たりの２万円の加算ということで、これは全

国的に給付されるものであります。 

 それ以外にまた、推奨事業メニューというものがございます。生活者支援としま

しては８項目ほどありますが、エネルギー・食料品価格等の物価高騰に伴う低所得

者世帯への支援とか、事業者向けの支援といたしましては農林水産業における物価

高騰対策支援などがあります。 

 ただ、これにつきましては、先ほどからお話に出ておりますが、まだ国の補正予

算成立しておりませんので、これからそれが成立した場合には、速やかにというこ

とで国から示されるものと思っております。限度額も示されるものと思っておりま

す。その際には、推進事業については、これから各課に提案を募集して実施できれ

ばということでございます。 



－130－   

○９番（久田 高志議員）   

 全て国の施策です。物価上昇によって、この町内の、平たく言えば年金のみの受

給者とかパートで生活されている方々、非常に困窮されております。今年、まだ暖

かいです。まだまだぬくいです。ただ、やはり燃料支援とか、そういったものも、

今後、国がいろいろと施策として考えてくるでしょうけれども、まず灯油の価格差

があるわけです。高齢の方々、家で寒い思いをしないように、やはりその分ぐらい、

少し。 

 要は、町単で千、２千、３千といったら、総体にすると大きい額になるかも分か

らないですけれども、頂く側にしてみたらそんだけかと思うかも分かりません。た

だ、国が支給する、そのタイミングに合わせて価格差分ぐらいの補痾支援ができな

いのかなという思いなんですが、いかがでしょうか。 

○森田 博二企画財政課長   

 お答えいたします。 

 国の支援以外にも町単独でというご質問かと受け止めておりますが、それについ

ても、一緒に一般財源をそちらのほうに加えてできることはできます。 

 また、今回補正のほうでも上げておりますが、先ほどもお話がありましたとおり、

畜産農家への３千５００万円の補正も、あれにつきましては単独事業ということに

なっておりますので、またこれについては、いろんな施策があれば考えてまいりた

いと思っております。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、本来であれば、国に気づいてほしいことなんです。燃料高騰とかという前

に、やはり都市部と地方との格差がある、そういったものをちゃんと加味してこう

いった施策に取り組んでいただければありがたいんですが、国は一律で動いていま

すので、そういったのを町で、それこそ過疎・辺地債、そういったソフトのところ

にしっかりと充てていただきたいという思いです。 

 町長、そういったところも含めて暮らし満足度が少しずつ少しずつアップして、

最終的にナンバー１になれると思うんです。一気にナンバー１というのは絶対無理

ですので、先ほど町長もおっしゃっていました、いろんな畜産農家の方々も、今回、

今はこうだけど、絶対景気よくなったら税金で返すから何とか助けてくれんかなと

いう、本当にそういう声も届いています。ぜひ、そういったところも見据えて支援

をしていただければありがたいかなと思います。町長。 

○祷 清次郎副町長   

 国からの支援だけじゃなく、やはり町独自の支援策も考えていかなければならな

いと感じております。 
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 今、町民の方々が何を欲しているか、何を望んでいるかというところをしっかり

とまた町全体で把握をして、そういった国の支援策に上積みをできるような方策も

考えていきたいと思います。 

○９番（久田 高志議員）   

 よろしくその辺も頑張っていただきたいと思います。 

 それでは、次の４項目の２点目、防犯灯の更新ですね、ＬＥＤ化。これも、議会

と語る会でございました、質問要請が。これ、課長、毎年度予算組みをされている

中で、年度当初、各集落にこの情報を提案するときに、各集落何基程度という説明

はされたことはないでしょうか。予算的に、何集落あるから、何基分を準備してい

るから１集落で何個ぐらいまでをめどに申請を上げてくれという、以前からそのよ

うな経緯があったような気がするんですが。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 ちなみに令和６年度、予算額が１１７万６千円でございます。１万２千円の補助

でございますので、９８基を想定しているというところでございます。 

 ちょっと確認は取れていませんが、恐らく担当のほうも、各集落平等にというこ

とで大体１０基以内程度でというところで、当初は走ったというふうには、そこは

確認できております。 

○９番（久田 高志議員）   

 そういうことをしながら、１２月、もう年度末が近づく中で、今年度の執行件数

が今１７件と課長から資料頂いていますので、残りあと８０個ぐらいあるわけです。

そういったことも周知しながら。 

 これ、その質問された方、その後でちょっと話しする機会があって非常に感銘を

受けたんですが、自分たち区長の任期、たまたまそこの集落は２年しかないんだと。

そんな、何個ずつなんて言われていたら何年もかかるよと。ぜひ、一気に更新して

いきたいんだと、そうすることによって区費を下げられたり集落負担が減るから。

電気代がほぼ半分ぐらいになるんですよ、蛍光灯からＬＥＤに換えると。 

 要は、希望する集落、まず取りまとめをして予算組みをすれば、単年度は確かに

財政負担ちょっと大きくなるかも分かりません。ところが、翌年度以降、抑制して

いけるわけです。あとは老朽化による更新とか、そういうもので変わっていくはず

なので、恐らく今の件数を見ると可能じゃないのかなと。やはり区費でも少しでも

下げられるような、以前、電気代が大変なんだというご意見もございました。そう

いったことで、こういったご時世ですので、余計にそういったところを引き下げて

いけたらいいんじゃないかなと。 
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 まず、集落によっては、メーカーとか物によって自己負担分も、集落が負担する

部分ももしかしたら出ているかも分かりません。その辺、集落財源にもよりけりな

んでしょうけれども、やはり希望する集落、まず取りまとめて予算組みをしていた

だく、そういったことを少しスムーズにしていただけないものなんでしょうか。 

○福 健吉郎総務課長   

 お答えいたします。 

 防犯灯の設置状況については、今年になってから、私のほうから担当のほうに、

今、集落に防犯灯幾つあるんだというところから集落にしっかりと調査していただ

きたいということで、お願いして取りまとめたところでございます。 

 そういう中で、先ほど、ＬＥＤの更新率について、久田議員のお手元の資料のと

おり、ばらつきがございます。そういう中で、本年度、９８基想定に対してまだ

１７基ということでございますので、まだまだあと８０基ほどの枠がございます。 

 実は昨日、１２月５日、区長会がございました。その際も再度、ＬＥＤの補助金

事業について、区長の皆様に設置状況のこの表も示しながら、遅れている集落は

１０基、２０基、３０基でもいいんで、とりあえずやる方向で、まずは６年度予算

を十分に使っていきたいということを担当のほうから説明させていただきました。

また、７年度、８年度につきましても、こういった状況を見ながら、またそれぞれ

の集落がどのぐらい実施できるかというのも聞きながら予算組みをしていきたいと

思っております。 

 町長の答弁にもございましたが、あと３年後には輸入とか製造ができなくなりま

す。使える分はずっとそれから先も使えるんですけれども、買うことはできません

ので、それまでにはＬＥＤ化というのをほぼ１００％に近い方に持っていければと

いうふうに考えております。 

○９番（久田 高志議員）   

 ぜひ、早急な対応、対策をしていただきたい。各区長さん、かなり頑張っておら

れます。任期の間にどうしてもこれだけやりたいんだという強い思いがございまし

たので、ぜひまたそういった話をしっかりと聞いてあげて、予算組みをしてあげて

いただきたいと要請をして、最後ですね、住民訴訟の件。 

 先日、１２月４日、傍聴に行ってまいりました。証人尋問がなされ、３名の方が

参加されておりました。 

 次回、１２日、町長は出廷されるんでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 ただいま議員からありましたように、１２月４日に第１７回の公判が鹿児島地裁

で開かれております。２名の当時の関係者と１名の方が証人尋問を受けました。 
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 来週１２月１２日に１８回目の公判があります。この議会でも答弁いたしました、

裁判所なり公的機関からそのような出廷のお話があるときには、出廷してしっかり

と対応しますということでお答えしましたので、その予定でございます。 

○９番（久田 高志議員）   

 少し、１２月４日の傍聴している中で、前回、９月もちょっと触れていますけれ

ども、非常に気になる証拠資料が提出されておりました。町長名で、最終報告とい

うものが国のほうに提出されたと思っております、５月１４日に完了したと。どう

もその後、５月末にＡ工区の注文書が証拠として提出されておりました。これ、

５月１４日に終わっていなかったんじゃないんですか。その当時の担当された職員

は、業者間のやり取りについては自分は知らないというお答えをされておりました。 

 町長、質問があるかどうか分からないですけども、１２日まで時間がありますの

で、しっかりとその辺を調査して、はっきりと分かるようにしていただきたい。こ

れ、非常に大きな問題にまたなりそうな気がしてならないんですが。 

 そういったことで、調査をしていただけないでしょうか。 

○祷 清次郎副町長   

 今ありました最終報告書というのは、国へ建設課のほうで精査をして提出した公

文書であると認識しております。 

 １年間かけまして、天城町建設課、鹿児島県、そして国土交通省の九州地方整備

局のほうで、設計書類、その他ヒアリングをしながら報告書ということで当時上が

っておりますので、私たちは３者でしっかり精査をしたものだという認識でおりま

した。 

○９番（久田 高志議員）   

 証拠資料が提出されていますので、しっかりもう一度確認をして、出廷されるよ

うに。私も１２日、また傍聴に伺いますので。 

 もうやってしまっていることなので、あとはどういった決着がつくか、それはも

う司法の場が決めることです。しっかりと質問に答えられるような態勢で挑んでい

きたいということを要請して、今回の私の一般質問を終わりたいと思います。お疲

れさまでした。 

○議長（上岡 義茂議員）   

 以上で、久田高志議員の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 次回は、９日月曜日１０時から開会いたします。お疲れさまでした。 

散会 午後 ３時４０分 


